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今泉新市長が初登庁

 Ishioka

11 月６日今泉文彦新市長が初登庁し、
職員から花束を受け取りました。
（本庁舎玄関前で）

市の人口と世帯　78,980人（前月比△83）　男39,096人　女39,884人　世帯数 30,095世帯　【11月1日現在】

12/1
2013

NO.196



　

皆
様
の
お
力
添
え
に
よ
り
、
こ
の
た
び
石

岡
市
長
に
就
か
せ
て
い
た
だ
い
た
今
泉
で

す
。
私
は
今
、
市
長
と
し
て
の
責
任
の
重
さ

を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
と
と
も
に
、
市
民
の

皆
様
と
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
喜
び
を
改
め

て
か
み
し
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
本
市
の
現
状
を
県
内
他
市
町
村

と
比
較
す
る
と
、
財
政
力
指
数
（
24
年
度
）

は
県
内
44
市
町
村
中
30
位
、
人
口
減
少
数
も

常
住
人
口
調
査
（
24
年
）
で
県
内
ワ
ー
ス
ト

３
に
な
る
な
ど
、
市
の
将
来
を
考
え
る
と
、

不
安
を
感
じ
る
要
素
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
私
は
「
ふ
る
さ
と
再
生
」
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
で
、こ
れ
か
ら
皆
様
と
と
も
に
、

明
日
の
石
岡
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

明
治
時
代
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
八
郷
地

区
は
「
山
根
53
か
村
」
と
呼
ば
れ
、
小
麦
や

大
豆
の
生
産
で
名
高
い
、豊
か
な
村
で
し
た
。

ま
た
、
石
岡
地
区
も
霞
ヶ
浦
の
水
運
な
ど
を

生
か
し
た
商
工
業
が
盛
ん
で
、
水
戸
に
次
ぐ

県
内
第
２
の
商
都
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

現
石
岡
市
は
、
こ
の
二
つ
の
ま
ち
が
合
併
し

て
誕
生
し
た
わ
け
で
す
が
、残
念
な
が
ら
今
、

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
・
石
岡
は
、
往
時
の
輝

き
を
失
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

私
は
、
石
岡
と
八
郷
が
、
か
つ
て
は
共
に

豊
か
な
個
性
を
も
っ
た
誇
り
高
い
ま
ち
だ
っ

市
長
就
任
あ
い
さ
つ

ふ
る
さ
と
再
生
を
目
指
し
て

今
泉
新
市
政
が
ス
タ
ー
ト

た
こ
と
を
、
皆
様
に
思
い
起
こ
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
皆
様

の
力
を
結
集
し
、
市
民
が
誇
り
を
も
っ
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
、「
ふ
る
さ
と
再
生
」

を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
私
は
、
皆
様
の
声
に
で
き
る
だ
け
耳

を
傾
け
た
い
、
特
に
、
市
民
の
声
な
き
声
を

大
切
に
し
た
い
、
と
考
え
て
い
ま
す
。
積
極

的
に
ご
意
見
を
く
だ
さ
る
方
々
は
も
ち
ろ

ん
、
な
か
な
か
お
話
を
伺
え
な
い
大
多
数
の

皆
様
の
声
も
な
ん
と
か
聴
か
せ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
工
夫
を
凝
ら
し
、
よ
り
多
く
の
お

考
え
を
市
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
努
め
ま

す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
皆
様
に
お
約
束
し
た
行
財
政

改
革
、
子
育
て
支
援
、
高
齢
者
の
皆
様
の
生

涯
現
役
を
応
援
す
る
各
施
策
に
つ
い
て
も
、

市
民
と
市
の
活
力
を
取
り
戻
す
た
め
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
つ
く
り
、
時
を
置
か
ず
力
強
く

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
・
石
岡
に
は
、
長
い

歴
史
と
美
し
い
自
然
、
そ
し
て
何
よ
り
素
晴

ら
し
い
市
民
が
お
ら
れ
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り

の
主
役
で
あ
る
皆
様
と
手
を
携
え
、
ま
た
、

皆
様
を
応
援
し
な
が
ら
、
私
は
、
ふ
る
さ
と

再
生
に
向
け
て
全
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
市
民
の
力
で
ふ
る
さ
と
の
誇

り
を
再
生
し
、
石
岡
の
明
日
を
築
く
市
政
運

営
に
、
ど
う
か
力
強
い
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

  11 月６日初登庁時の様子
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■問い合わせ　保険年金課
　　　　　　　☎ 23-1111（内線 147）

第
２
期 

石
岡
市
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
を
策
定

れ
ず
受
け
よ
う
、　
　

 

定
健
診
！

　

石
岡
市
国
民
健
康
保
険
で
は
「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
義
務
付
け
ら

れ
た
、
40
歳
以
上
75
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
へ
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
着
目
し
た
特

定
健
康
診
査
お
よ
び
特
定
保
健
指
導
を
平
成
20
～
24
年
度
（
第
１
期
）
ま
で
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
第
１
期
の
実
施
状
況
か
ら
課
題
を
整
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
施
率
向
上
を
目
指
し
、

平
成
25
～
29
年
度
（
第
２
期
）
の
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　

市
の
国
保
被
保
険
者
の
医
療
費
は
、

年
々
増
加
し
、
平
成
23
年
度
に
は
約

67
億
円
に
達
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
性
疾

患
、
脳
梗
塞
、
腎
不
全
な
ど
の
生
活
習

慣
病
の
占
め
る
割
合
が
医
療
費
全
体
の

約
３
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

左
の
表
で
見
る
と
、
石
岡
市
に
お
け

る
主
な
生
活
習
慣
病
で
最
も
費
用
額
が

　

特
定
健
康
診
査
は
、
内
臓

脂
肪
型
肥
満
（
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
症
候
群
）
に
着
目
し
、
そ

の
要
因
と
な
っ
て
い
る
生
活

習
慣
を
改
善
す
る
た
め
の
特

定
保
健
指
導
を
行
い
、
高
血

圧
性
疾
患
や
糖
尿
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
有
病

者
・
予
備
軍
を
減
少
さ
せ
る

こ
と
が
目
的
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状

が
な
い
ま
ま
進
行
す
る
た

め
、
特
定
健
康
診
査
は
個
人

が
生
活
習
慣
を
振
り
返
る
機

会
と
位
置
づ
け
、
習
慣
を
変

え
る
た
め
の
保
健
指
導
を
行

い
ま
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を

予
防

疾
病
分
類

費
用
額

件
数

1
件
当
た
り
の

費
用
額

腎
不
全

2
2
9
4
万
円

70

32
万
７
０
０
０
円

虚
血
性
心
疾
患

6
7
8
万
円

1
5
9

４
万
２
０
０
０
円

脳
梗
塞

8
4
2
万
円

2
7
6

３
万
円

糖
尿
病

2
1
3
8
万
円

9
7
3

２
万
１
０
０
０
円

高
血
圧
性
疾
患

2
9
3
3
万
円

2
7
1
4

１
万
円

石
岡
市
の
生
活
習
慣
病
の
状
況　
（
平
成
23
年
５
月
診
療
分
）

高
い
の
は
高
血
圧
性
疾
患
で
、
他
疾
患

に
比
べ
て
１
件
当
た
り
の
費
用
額
は
高

く
あ
り
ま
せ
ん
が
、件
数
は
最
大
で
す
。

　

件
数
の
多
い
高
血
圧
性
疾
患
や
糖
尿

病
は
、
腎
不
全
・
虚
血
性
心
疾
患
な
ど

高
額
な
費
用
を
必
要
と
す
る
合
併
症
の

原
因
と
も
な
り
ま
す
の
で
、
定
期
的
な

健
診
の
受
診
に
よ
り
重
症
化
を
防
ぐ
こ

と
が
大
切
で
す
。

　第２期の計画実施により、平成 29 年度までに特定健康診
査受診率を 60％、特定保健指導実施率を 60％まで伸ばして
いきます。

特定健康診査・特定保健指導実施率に目標値を設定

目　標　値（％）

年　度 H25 H26 H27 H28 H29

特定健康診査受診率 40.0 45.0 50.0 55.0 60.0

特定保健指導
実施率

動機付け支援
40.0 45.0 50.0 55.0 60.0

積 極 的 支 援

年度別特定健康診査受診率・特定保健指導実施率の目標値

1周知や案内方法…年度当初に対象者に
受診券と案内パンフレットを送付すると
ともに、市の広報紙やホームページに掲
載します。
2事業主健診や人間ドックのデータ管理
…事業主健診受診者や人間ドック実施医
療機関での特定健康診査に関する健診
データの提供を受け、保健センターで管
理します。
3医療機関健診の推進…医療機関に定期
的に通院している人には，医療機関での
特定健康診査の受診を推奨します。
4健診項目の追加…慢性腎臓病の早期把
握をするために、尿蛋白検査に合わせて
血清クレアチニン検査を特定健診（集団
健診）の健診項目として追加します。
5個人情報の保護…健診結果などは、個
人情報に関する法律やこれに基づくガイ
ドライン等をふまえ、適切な対応を行い
ます。

計画を推進するために

忘

特
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受
付
時
間　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

午
後
１
時
～
３
時
30
分

◆
受
付
時
間　
　
　
　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

午
後
１
時
～
３
時
30
分

午
後
６
時
～
９
時
30
分

外　

科

歯　

科

内
科
・
小
児
科

12 月
29
日
府
中
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

☎
２
２
・
２
１
４
６

小
松
崎
歯
科
医
院

　

☎
２
２
・
３
２
８
２

緊急診療

（石岡市医師会病院）

☎ 23-3515

30
日
山
王
台
病
院　
　
　

　

☎
２
６
・
３
１
３
０

あ
し
か
歯
科

　
　
　

ク
リ
ニ
ッ
ク

　

☎
０
２
９
・

　
　

８
３
０
・
１
５
１
５

31
日
石
岡
第
一
病
院　
　

　

☎
２
２
・
５
１
５
１

福
田
歯
科
医
院

　

☎
２
６
・
３
２
５
７

1 月
１
日
石
岡
循
環
器
科　
　

脳
神
経
外
科
病
院

　

☎
５
８
・
５
２
１
１

わ
か
ま
つ
歯
科

　

☎
２
４
・
１
１
８
４

２
日
石
岡
市
医
師
会
病
院

　

☎
２
２
・
４
３
２
１

色
川
歯
科
医
院

　

☎
０
２
９
・

　
　

８
３
１
・
２
６
７
２

３
日
山
王
台
病
院　
　
　

　

☎
２
６
・
３
１
３
０

比
企
歯
科
医
院

　

☎
２
６
・
１
４
５
６

５
日
石
岡
市
医
師
会
病
院

　

☎
２
２
・
４
３
２
１

施　

設　

名

月
12

1

曜
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

日
26
27
28
29
30
31
1
2
3
4
5
6

スポーツ施設

石
岡
運
動
公
園

　

☎
２
６
・
７
２
１
０

八
郷
総
合
運
動
公
園

　

☎
４
３
・
６
８
８
４

石
岡
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
３
・
５
１
９
１

柏
原
野
球
公
園

　

☎
２
３
・
８
１
５
８

石
岡
小
学
校
屋
内
温
水
プ
ー
ル

　

☎
２
３
・
１
０
８
８

その他の施設

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

☎
２
４
・
０
３
２
２

民
俗
資
料
館

　

☎
２
３
・
２
３
９
８

常
陸
風
土
記
の
丘

　

☎
２
３
・
３
８
８
８

朝
日
里
山
学
校 

☎
５
１
・
３
１
１
７

旭
台
会
館 

☎
２
６
・
１
３
６
６

白
雲
荘    

☎
２
６
・
４
１
２
６

社
会
福
祉
協
議
会 

石
岡
本
所

　

☎
２
２
・
２
４
１
１

八
郷
支
所 

☎
３
６
・
４
３
１
１

乗
合
い
タ
ウ
ン
メ
イ
ト

　

☎
２
３
・
５
５
０
０

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
７
・
５
１
７
１

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
３
・
３
３
９
９

石
岡
地
方
斎
場

　

☎
２
２
・
６
８
２
８

や
さ
と
温
泉
ゆ
り
の
郷

　

☎
４
２
・
４
１
２
６

茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

　

☎
４
２
・
４
１
１
１

yasato de 

ト
レ
タ 

レ
ス
ト
ラ
ン

　

☎
４
２
・
４
８
２
２

yasato de 
ト
レ
タ 

マ
ー
ケ
ッ
ト

　

☎
３
６
・
５
０
３
１

施　

設　

名

月
12

1

曜
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

日
26
27
28
29
30
31
1
2
3
4
5
6

市役所

市
役
所

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

八
郷
総
合
支
所

　

☎
４
３
・
１
１
１
１

保健
センター

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
４
・
１
３
８
６

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
４
３
・
６
６
５
５

水道

湖
北
水
道
企
業
団
（
三
村
簡
易
水
道
を
含
む
）

　

☎
２
４
・
３
２
３
２

八
郷
水
道
事
務
所

　

☎
４
３
・
１
１
１
８

図書館・公民館・市民会館

中
央
図
書
館

　

☎
２
４
・
１
５
０
７

中
央
公
民
館

　

☎
４
３
・
６
２
６
２

府
中
地
区
公
民
館

　

☎
２
４
・
１
５
３
０

国
府
地
区
公
民
館

　

☎
２
２
・
２
９
４
０

東
地
区
公
民
館

　

☎
２
６
・
６
５
０
３

城
南
地
区
公
民
館

　

☎
２
６
・
３
３
４
１

石
岡
市
民
会
館

　

☎
２
２
・
５
１
８
７

児童施設など

児
童
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
６
・
３
６
７
８

児
童
館

　

☎
２
２
・
３
８
５
８

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
４
４
・
８
０
１
１

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま
わ
り
の
館　

　

☎
３
５
・
１
１
２
６

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
３
５
・
１
１
２
７

水
道
管
破
裂
の
と
き
は

連
絡
く
だ
さ
い
。
　
　

自 

動 

交 

付 

機 

も 

停 

止   

自   

動   

交   

付   

機   

も   

停   

止

自 

動 

交 

付 

機 

も 

停 

止

水
道
管
破
裂
の
と
き
は

連
絡
く
だ
さ
い
。
　
　

年
末
年
始
の

ご
み
収
集
と

し
尿
く
み
取
り

ご
み
の
収
集

・
決
め
ら
れ
た
指
定
収
集
日
に
、
時
間
を
守
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
年
末
は
、
自
己
搬
入
が
多
く
な
り
周
辺
道
路
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
大
掃

除
は
早
め
に
済
ま
せ
て
、
ご
み
は
指
定
日
に
集
積
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

石岡地区

コ
ー
ス

年
末
最
終
日

年
始
開
始
日

収
集
品
目

収
集
品
目

Ａ
コ
ー
ス 

燃
え
る
ご
み　
　

　
　
　
　
　

月
・
木
曜
日

12
月
30
日
（
月
）

１
月
３
日
（
金
）

燃
え
る
ご
み

電
球

Ｂ
コ
ー
ス 

燃
え
る
ご
み　
　

　
　
　
　
　

火
・
金
曜
日

12
月
27
日
（
金
）

１
月
３
日
（
金
）

燃
え
る
ご
み

燃
え
る
ご
み

八郷地区

コ
ー
ス

年
末
最
終
日

年
始
開
始
日

収
集
品
目

収
集
品
目

林
・
小
桜
・
高
友
・
金
指
・
片
野

12
月
28
日
（
土
）

１
月
４
日
（
土
）

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

張
間
・
パ
セ
オ
パ
ル
ケ
・
南
山
崎
・

園
西
・
宿
山
崎
・
柴
間
・
富
士
ハ

イ
ラ
ン
ド

12
月
28
日
（
土
）

１
月
４
日
（
土
）

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

右
記
以
外
の
園
部

12
月
28
日
（
土
）

１
月
４
日
（
土
）

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

恋
瀬
・
瓦
会
・
長
堀
・
八
重

12
月
28
日
（
土
）

１
月
４
日
（
土
）

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

細
谷
・
上
青
柳
・
下
青
柳
・
原
押

越
・
加
生
野
・
須
釜
・
小
幡
・
葦

穂
・
柿
岡
（
新
地
）

12
月
28
日
（
土
）

１
月
４
日
（
土
）

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

柿
岡
（
新
地
を
除
く
）

12
月
28
日
（
土
）

１
月
４
日
（
土
）

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

し
尿
く
み
取
り

【
石
岡
地
区
】

（
有
） 

環
境
保
全 

☎
２
４
・
３
１
０
６

（
有
）
城
東
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　

  

☎
２
６
・
５
２
４
４

石
岡
興
業
（
株
） 

☎
２
３
・
４
１
４
９

（
有
）
石
岡
衛
生 

☎
２
６
・
４
５
９
４

【
八
郷
地
区
】

（
有
）
城
東
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　

 

☎
２
６
・
５
２
４
４

石
岡
興
業
（
株
） 

☎
２
３
・
４
１
４
９

（
有
）
石
岡
衛
生
☎
２
６
・
４
５
９
４

（
有
）
常
陸　

    

☎
２
３
・
１
１
６
６

（
有
）
八
郷
衛
生 

☎
４
４
・
０
１
５
１

小
松
崎
運
輸
（
有
）

                      

☎
４
４
・
１
０
０
４

（
有
）
博
愛
社　

☎
４
６
・
４
４
５
３

 

●
問
い
合
わ
せ

・
市
役
所 

生
活
環
境
課　

　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
４
４
）

・
八
郷
総
合
支
所 

総
務
課　

　

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
３
３
７
）

休業期間のお知らせ年末
年始

市の施設など
●休業期間中、出生・死亡届な
どの戸籍届出事務は市役所・八
郷総合支所で、日直が受け付け
ます。自動交付機は白枠がか
かっている日にちのみ停止して
います。

休業日

ご
み
の
搬
入

自  

動  

交  
付  
機  
も  

停  

止

自  
動  
交  
付  

機  

も  

停  

止

＊
つ
く
ば
ね
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

　
　

☎
４
２
・
２
９
２
２

＊
国
民
宿
舎
つ
く
ば
ね

　
　

☎
４
２
・
３
１
２
１

年
末
年
始
は

休
み
ま
せ
ん

年
末
年
始

診
療
当
番
医

12 月 26 日～１月 6日

（
受
付

セ
ン
タ
ー
）

 ●問い合わせ
・石岡保健センター
　 ☎ 24-1386
・八郷保健センター
　 ☎ 43-6655

【
石
岡
地
区
】

休
業 

12
月
28
日（
土
）～
１
月
５
日（
日
）

＊
自
己
搬
入
は
12
月
27
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

 

午
後
４
時
30
分
ま
で

霞
台
厚
生
施
設
組
合 

環
境
セ
ン
タ
ー

小
美
玉
市
高
崎
１
８
２
４
─２　

　
　
　
　
　
　

☎
２
６
・
０
２
４
６

【
八
郷
地
区
】

休
業 

12
月
30
日（
月
）～
１
月
３
日（
金
）

＊
自
己
搬
入
は
12
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　
　

 　

  

午
後
４
時
30
分
ま
で

新
治
地
方
広
域
事
務
組
合 

　
　
　
　
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

か
す
み
が
う
ら
市
上
佐
谷
31
─１　

　
　
　
　
　
　

 

☎
５
９
・
４
６
４
９

広報いしおか 12 月１日号  №１９６　　４５　　広報いしおか 12 月１日号  №１９６

※
八
郷
地
区
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
日
は
雑
誌
・
紙
パ
ッ
ク
・
そ
の
他
紙
・

古
布
の
回
収
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
日
は
新
聞
紙
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
収
集
も
あ

り
ま
す
。



白
井
さ
ん
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ

の
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

お
し
ゃ
べ
り
コ
ン
サ
ー
ト
に

４
０
０
人
が
来
場

　

10
月
19
日
、
中
央
公
民
館
で
第
17

回
石
岡
市
芸
術
祭
「
お
し
ゃ
べ
り
コ

ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
、
市
内
外

か
ら
４
０
０
人
余
り
が
来
場
し
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
各
種
コ
ン
サ
ー
ト
で
活

躍
し
て
い
る
指
揮
者
の
家
田
厚
志

氏
、
ソ
プ
ラ
ノ
の
光
野
孝
子
氏
と
昨

年
に
引
き
続
き
Ｎ
響
団
友
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
を
招
き
、
歌
劇
「
蝶
々
夫
人
」

の
「
あ
る
晴
れ
た
日
に
」
を
は
じ
め

と
す
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ア
ニ
メ
ソ

ン
グ
の
「
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
」
ま
で
、

親
し
み
や
す
い
曲
が
幅
広
く
演
奏
さ

れ
ま
し
た
。

　

10
月
14
日
に
後
楽
園
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
キ
ッ
ク
ボ

ク
シ
ン
グ
連
盟
バ
ン
タ
ム
級
王
座
決

定
戦
で
、
市
内
茨
城
在
住
の
白
井
周

作
さ
ん（
ボ
ン
ボ
・
フ
リ
ー
リ
ー
所
属
）

が
新
王
者
に
な
り
ま
し
た
。
プ
ロ
デ

ビ
ュ
ー
か
ら
９
戦
無
敗
で
の
初
の
タ

イ
ト
ル
と
な
り
ま
す
。

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
体
を
動
か
す
こ

と
が
好
き
だ
っ
た
と
い
う
白
井
さ
ん
。

幼
少
期
か
ら
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
に
所

属
し
、
高
校
卒
業
ま
で
ボ
ー
ル
を
追

い
か
け
る
サ
ッ
カ
ー
少
年
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
を
本

格
的
に
や
ろ
う
と
決
め
て
４
年
前

に
ジ
ム
に
入
り
、
２
年
目
で
プ
ロ
デ

ビ
ュ
ー
し
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

白
井
さ
ん
は
「
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン

グ
を
始
め
た
当
初
は
、
自
分
が
思
っ

て
い
た
の
と
は
全
く
違
い
ま
し
た
。

な
か
な
か
体
が
思
い
通
り
に
動
か
な

か
っ
た
の
で
。
で
も
、
絶
対
中
途
半

端
に
終
わ
ら
せ
た
く
は
な
い
し
、
形

に
な
る
ま
で
諦
め
ず
に
続
け
て
い
こ

う
と
心
に
決
め
て
い
ま
し
た
。
勝
ち

た
い
一
心
で
や
っ
と
試
合
で
勝
て
た

時
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
」
と
当
時
を

振
り
返
り
「
今
回
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

な
り
ま
し
た
が
、
自
分
は
課
題
だ
ら

け
な
の
で
、
そ
れ
を
一
つ
ひ
と
つ
ク

リ
ア
し
て
い
く
こ
と
が
目
標
で
す
」

と
こ
れ
か
ら
の
抱
負
も
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

企
画
展
に

　
１
０
０
０
人
が
来
場

八や
っ
ほ
う
ま
つ
り

豊
祭
で

　
　
参
加
者
た
ち
が
交
流

　

八
郷
地
区
に
移
住
し
た
人
た
ち
が

中
心
で
作
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
「
八

豊
祭
」
が
、
10
月
20
日
に
朝
日
里
山

学
校
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
八
郷
地
区
の
良
さ
を
都
会
か

ら
来
た
人
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
と
、
地
元
の
人
た
ち
に
も
再
確
認

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
２
回
目
に

な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
地
元
の
お
年
寄
り
か
ら

藁わ
ら
な
い
な
ど
を
教
わ
る
コ
ー
ナ
ー

や
、
茅か

や
ぶ
き葺
屋
根
の
民
家
な
ど
を
巡
る

里
山
の
暮
ら
し
発
見
ツ
ア
ー
、
ラ
イ

ブ
、
八
郷
地
区
に
住
む
老
若
男
女
か

ら
八
郷
で
の
生
活
に
つ
い
て
聞
く

コ
ー
ナ
ー
、
食
事
が
で
き
る
や
っ
ほ

う
カ
フ
ェ
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
で
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
長
の
茨
木

泰
貴
さ
ん
は
「
今
回
の
八
豊
祭
の

テ
ー
マ
は
『
自
立
』
で
す
。
自
分
の

住
む
ま
ち
に
主
体
的
に
関
わ
る
こ

と
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
転
換
が
こ

れ
か
ら
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
こ

の
手
づ
く
り
の
祭
り
を
通
し
て
、
参

加
し
た
人
た
ち
が
良
い
な
と
思
う
こ

住
み
慣
れ
た
場
所
で

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

　

か
し
て
つ
沿
線
地
域
公
共
交
通
戦

略
会
議
で
は
、
か
し
て
つ
バ
ス
の
更

な
る
周
知
と
利
用
促
進
を
目
的
に
、

10
月
19
日
、
20
日
の
２
日
間
、
石
岡

運
動
公
園
で
開
催
し
た
石
岡
市
産
業

祭
に
「
か
し
て
つ
バ
ス
の
ぬ
り
絵
」

を
出
店
し
ま
し
た
。

　

ぬ
り
絵
は
、
か
し
て
つ
バ
ス
沿
線

の
石
岡
商
業
高
等
学
校
の
生
徒
た
ち

と
を
自
分
の
暮
ら
し
の
中
に
少
し
ず

つ
取
り
入
れ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
人
と
人
が
出
会

い
、
つ
な
が
り
を
深
め
て
い
く
こ
と

で
次
の
何
か
に
つ
な
げ
て
い
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

か
し
て
つ
バ
ス
の

　
　
ぬ
り
絵
を
実
施

　

９
月
27
日
か
ら
10
月
１
日
ま
で

の
５
日
間
、
八
郷
総
合
支
所
１
階

　

９
月
28
日
、
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡

ひ
ま
わ
り
の
館
で
門
脇
厚
司
氏
に
よ

る
平
成
25
年
度
石
岡
市
地
域
福
祉
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ジ
ム
の
会
長
で
指
導
者
の
元
世
界

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
櫻
井
洋
平
さ
ん
は

「
最
初
は
ど
う
や
っ
て
プ
ロ
を
目
指
す

こ
と
を
諦
め
さ
せ
る
か
悩
み
ま
し
た
。

と
て
も
不
器
用
だ
っ
た
の
で
。
で
も
、

ひ
た
む
き
に
努
力
を
し
て
い
ま
し
た

ね
。
こ
れ
か
ら
も
試
合
に
勝
ち
続
け
、

自
分
と
ベ
ル
ト
の
価
値
を
高
め
て
も

ら
い
た
い
で
す
」
と
白
井
さ
ん
に
対

す
る
思
い
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
白
井
さ
ん
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

特
設
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
会
場
に
、
石

岡
市
芸
術
祭
企
画
展
が
開
催
さ
れ
、

１
０
０
０
人
以
上
が
来
場
し
ま
し

た
。

　

同
企
画
展
に
は
、
日
本
画
の
鈴
木

京
子
さ
ん
、
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
の

田
谷
野
良
一
さ
ん
、
押
し
花
絵
の
森

美
智
子
さ
ん
が
出
展
し
、
会
場
を
訪

れ
た
人
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
家

の
作
品
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
は
初

め
て
の
分
野
で
の
出
展
と
な
り
、
訪

れ
た
人
た
ち
に
親
し
み
を
持
っ
て
も

ら
お
う
と
、
作
り
方
や
作
品
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も
用
意

さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
５
日
、
石
岡
運
動
公
園
体
育

館
で
第
21
回
石
岡
市
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
、
市
内
施
設

の
入
所
者
や
職
員
、障
が
い
者
団
体
、

小
中
学
生
・
高
校
生
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
来
賓
な
ど
５
９
７
人
が
参

加
し
ま
し
た
。こ
の
大
会
は
、ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
障
が
い
者
の
体
力
の
維

持
増
強
を
図
り
、
自
立
と
社
会
参
加

の
意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、
多
く

の
地
域
社
会
の
人
々
の
理
解
と
協
調

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

午
前
中
は
個
人
競
技
を
行
い
、
一

生
懸
命
走
る
姿
に
会
場
か
ら
は
声
援

や
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
昼
食
時

に
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
石

岡
中
の
吹
奏
楽
部
の
演
奏
や
木
村

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
で
参
加
者
も
一
緒
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
６
チ
ー
ム

に
よ
る
団
体
競
技
を
行
い
、
し
ろ
が

ね
苑
の
銀
の
笛
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
、
秋
の
一
日
を
仲
間
や

家
族
と
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し

た
。

が
デ
ザ
イ
ン
し
た
下
絵
と
、
沿
線
企

業
の
ぺ
ん
て
る
株
式
会
社
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
ク
レ
ヨ
ン
が
使
用
さ
れ
、
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
に
は
ぬ
り
絵
に

使
用
し
た
ク
レ
ヨ
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
し
た
。

　

産
業
祭
で
は
２
日
間
で
１
５
０
人

以
上
の
子
ど
も
た
ち
が
ぬ
り
絵
を
体

験
し
、
大
変
好
評
で
し
た
。
な
お
、

希
望
者
の
ぬ
り
絵
は
今
後
、
関
鉄
グ

リ
ー
ン
バ
ス
車
内
に
掲
示
す
る
予
定

で
す
。

　

こ
れ
は
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
場

所
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
、
地

域
全
体
で
「
助
け
あ
い
・
支
え
あ
い
・

と
も
に
生
き
る
」
と
い
っ
た
地
域
の

絆
を
育
む
き
っ
か
け
づ
く
り
に
な
る

こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
も
の
で

す
。

　

講
演
会
で
は
、
講
演
の
ほ
か
に
、

つ
く
ば
み
ら
い
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
の
地
域
の
見
守
り
活
動
や
、
井
関

地
区
で
の
地
域
行
事
を
通
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
、
竜
ノ
口
い
き
い

き
ミ
ニ
サ
ロ
ン
で
の
地
域
交
流
活
動

を
紹
介
。
門
脇
氏
は
「
難
し
い
こ
と

を
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
が
で
き

る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
」

と
会
場
に
投
げ
か
け
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
民
や
民
生
委
員
、
区

長
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
１
５
０
人
余
り

が
参
加
し
、
門
脇
氏
の
講
話
に
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

で
さ
わ
や
か
な
汗

まちの
話題

できごと

まちの
話題

できごと

広報いしおか 12 月１日号  №１９６　　６７　　広報いしおか 12 月１日号  №１９６

▲チャンピオンベルトを肩にかける白井さん。

▲大作を熱心に鑑賞している来場者。

▲綱引きで選手も会場も盛り上がりました。

▲息の合ったオーケストラに聴衆は耳を傾けていました。

▲地元のお年寄りに藁ないを教わる参加者。

▲「かしてつバスのぬり絵」に子どもたちは夢中でした。

▲竜ノ口いきいきミニサロンで行っている
シルバーリハビリ体操を実演しました。
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市
内
の
事
故
発
生
状
況
【
10
／
31
現
在
】

・
発
生
件
数　

２
３
８
件
（
－
32
）

・
死
者
数　
　
　

５
人
（
＋
３
）

・
負
傷
者
数　

３
１
９
人
（
－
36
）

・
物
損
事
故　

１
５
４
０
件

※
（　

）
内
は
前
年
比
の
増
減
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

石
岡
警
察
署 

交
通
課

　

☎
２
８
・
０
１
１
０

石
岡
警
察
署
か
ら

募
　
　
集

仕
事
と
生
活
の
調
和
支
援

奨
励
金
制
度
の
案
内

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

　

県
で
は
、
育
児
・
介
護
休
業
法
が

努
力
義
務
と
し
て
い
る
休
業
制
度
や

短
時
間
勤
務
制
度
な
ど
を
導
入
し
、

そ

の

他

障
害
者
控
除
対
象
者
に

　
認
定
書
を
交
付
し
ま
す

　

市
で
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告

の
際
に
、
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
認
定
書
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者　

介
護
を
要
す
る
人
、
ま
た

は
税
法
上
の
障
害
者
控
除
に
該
当
す

る
程
度
の
障
が
い
の
あ
る
人
で
、
身

体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
な
ど
を

持
っ
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
人

※
審
査
に
基
づ
き
認
定
し
ま
す
の
で
、

該
当
に
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

申
請
方
法　

対
象
者
の
介
護
保
険
証
、

認
め
印
を
持
参
の
う
え
、
市
役
所 

高
齢
福
祉
課
ま
た
は
八
郷
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課
で
申
請
く
だ
さ
い
。

　

近
年
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
よ
る
農

作
物
へ
の
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
狩
猟
免

許
（
わ
な
猟
）
を
取
得
す
る
場
合
に

狩
猟
免
許
（
わ
な
猟
）・

　
電
気
牧
柵
設
置
に
助
成

農
作
物
の
被
害
防
止
へ

　

県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
で
は
年

に
２
回
、
電
話
相
談
室
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、
費
用
や

保
険
料
負
担
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
に
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
、
医
療
・
福
祉
団
体
の
ス

タ
ッ
フ
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

12
月
14
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

受
付
電
話

☎
０
２
９
・
８
６
４
・
２
５
４
８

問
い
合
わ
せ

県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

☎
０
２
９
・
２
２
８
・
０
６
０
０

国
保
・
医
療
・
介
護

な
ん
で
も
電
話
相
談
室

12
月
14
日

陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校 

生
徒
募
集

自
衛
官
を
志
す
人
へ

　

将
来
、
陸
上
自
衛
隊
で
高
機
能
化
・

シ
ス
テ
ム
化
し
た
装
備
品
を
駆
使
・

運
用
す
る
人
を
養
成
す
る
た
め
に
、

中
学
校
卒
業
者
な
ど
を
対
象
に
採
用

す
る
制
度
で
す
。

応
募
資
格　

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の

男
子

試
験
日

・
一
般　

平
成
26
年
１
月
18
日
（
土
）

・
推
薦　
　

 

〃    　

１
月
11
日
（
土
）

か
ら
13
日
（
月
）
の
指
定
す
る
一
日

応
募
締
切

・
一
般　

平
成
26
年
１
月
10
日
（
金
）

・
推
薦　

12
月
６
日
（
金
）

生
徒
手
当　

月
額
９
万
４
９
０
０
円
、

期
末
手
当
年
２
回

教
育
・
資
格　

一
般
高
校
と
同
じ
学

科
と
各
種
技
術
の
基
礎
を
学
べ
、
３

年
間
の
教
育
終
了
時
に
は
、
高
等
学

校
卒
業
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

※
推
薦
試
験
の
詳
細
は
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

・
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部 

土
浦

地
域
事
務
所

☎
０
２
９
・
８
２
１
・
６
９
８
６

・
総
務
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
５
４
）

※
申
請
人
と
対
象
者
が
異
な
る
場
合

は
、
両
方
の
認
め
印
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
認
定
書
は
後
日
郵
送

に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

高
齢
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
３
）

　

下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
に
接

続
す
る
人
（
新
築
住
宅
を
除
く
）
で
、

平
成
23
年
４
月
以
降
に
使
用
可
能
と

な
っ
た
日
か
ら
、
３
年
以
内
に
接
続

を
す
る
人
に
は
、
申
請
に
よ
り
上
限

４
万
円
の
接
続
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。
な
お
、
交
付
対
象
地
区
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
請
時
の
必
要
書
類

・
排
水
整
備
等
計
画（
変
更
）確
認
申

請
書

・
市
税
完
納
証
明
書

問
い
合
わ
せ　

・
市
役
所 

下
水
道
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
８
２
）

・
八
郷
総
合
支
所 

下
水
道
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
６
６
）

３
年
以
内
の
接
続
に

　
　
　
補
助
金
を
交
付

下
水
道
・
農
業
集
落
排
水

石
岡
駅
近
く
で
も
開
催
中

　

現
在
、
い
し
お
か
イ
ベ
ン
ト
広
場

で
の
開
催
の
ほ
か
、
石
岡
駅
近
く
で

も
軽
ト
ラ
市
を
開
催
中
で
す
。
ぜ
ひ

利
用
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

12
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

場
所　

御
幸
通
り
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン

グ
脇
（
石
岡
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
前
）

※
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
は
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
満
車
の
際
は
、
近
隣
の

有
料
駐
車
場
を
利
用
く
だ
さ
い
。

＊
場
所
の
詳
細
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.city.ishioka.

lg.jp/

）
で
確
認
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

・
農
業
委
員
会
事
務
局　

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
４
）

・
中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
４
１
１
）

必
要
な
費
用
と
、
農
地
へ
の
電
気
牧

柵
設
置
費
用
の
助
成
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
狩
猟
免
許
（
わ
な
猟
）
の
取
得

対
象
者　

市
内
に
住
所
が
あ
る
農
業

者
な
ど
（
た
だ
し
、
合
格
者
の
み
）

対
象
経
費　

わ
な
猟
免
許
申
請
手
数

料
お
よ
び
予
備
講
習
会
受
講
料

※
わ
な
猟
免
許
の
試
験
日
は
、
平
成

26
年
１
月
18
日
（
土
）
で
す
。
希
望

者
は
、
10
日
前
ま
で
に
県
南
県
民
セ

ン
タ
ー
環
境
保
安
課
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◆
電
気
牧
柵
の
設
置

対
象
者　

３
戸
以
上
の
受
益
者
が
共

同
で
設
置
し
、
自
分
た
ち
で
施
工
す

る
も
の

対
象
物　

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
な
ど

の
金
網
柵
、
ま
た
は
電
気
柵

※
希
望
者
は
、
12
月
16
日
（
月
）
ま
で

に
農
政
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

農
政
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
４
６
）

実
際
に
制
度
を
一
定
の
期
間
利
用
し

た
従
業
員
が
い
た
場
合
に
、
中
小
企

業
主
に
対
し
て
奨
励
金
（
一
人
目

30
万
円
、
二
人
目
10
万
円
）
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

　

支
給
要
件
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

県 

労
働
政
策
課

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
３
６
３
５

　

 http://w
w

w
.pref.ibaraki.jp/

bukyoku/syoukou/rosei/

ＨＰ
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石岡市役所
　☎ 23‐1111
八郷総合支所
　☎ 43‐1111
石岡消防署
　☎ 23‐0119
八郷消防署
　☎ 43‐6491
火災情報
　☎ 24‐1818
テレホンサービス
　☎ 0800‐800‐7766

広報いしおか 12 月１日号  №１９６　　８９　　広報いしおか 12 月１日号  №１９６

軽
ト
ラ
朝
市

市
で
は
、
聴
覚
に
障
が
い
の
あ

る
人
が
、
市
役
所
で
の
手
続
き
や
相

談
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
、
手

手
話
通
訳
者
が

　
　
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

話
通
訳
者
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
事
前
に
登
録
す
れ
ば
、
市
役
所

以
外
の
場
所
に
手
話
通
訳
者
を
派
遣

す
る
制
度
も
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

市
役
所 

仮
設
庁
舎
４
号
棟

毎
週
月
曜
日
、
第
１
・
３
・
５
木
曜
日

八
郷
総
合
支
所　

第
２
・
４
木
曜
日

配
置
時
間　

い
ず
れ
も
、
午
前
９
時

～
午
後
５
時
ま
で
（
正
午
か
ら
午
後

１
時
ま
で
を
除
く
）

※
曜
日
は
、
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

・
市
役
所 

社
会
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
６
２
）

FAX
２
７
・
５
８
３
５

・
八
郷
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課

☎
４
３
・
１
１
１
１（
内
線
１
１
２
４
）

FAX
４
３
・
１
１
４
２

広　告　掲　載　欄広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄



多
重
債
務
で

   

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

水
戸
財
務
事
務

所
で
は
、
多
重
債

務
に
陥
っ
て
し

ま
っ
た
人
か
ら
の

相
談
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

水
戸
財
務
事
務
所
か
ら

　

大
切
な
人
が
突
然
倒
れ
、
心
肺
停

止
に
陥
っ
た
と
き
、
あ
な
た
は
何
が

で
き
ま
す
か
？ 

救
急
救
命
講
習
を

受
講
し
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
使
い
方
や
心
肺
蘇
生

法
を
覚
え
、
大
切
な
人
を
守
り
ま
せ

ん
か
。
個
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
参

加
で
き
ま
す
。（
10
名
以
上
で
実
施
）

日
時　

毎
月
第
３
日
曜
日

　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

場
所　

石
岡
消
防
署
、
八
郷
消
防
署

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

・
石
岡
消
防
署 

救
急
係

☎
２
３
・
０
１
１
９
（
内
線
１
１
１
）

・
八
郷
消
防
署　

☎
４
３
・
６
４
９
１

救
急
救
命
講
習
を
開
催

毎
月
第
３
日
曜
日

　

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、
中

小
企
業
退
職
金
共
済
法
に
基
づ
き
、

建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と

建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を

目
的
に
設
立
し
て
い
ま
す
。

　

労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と

を
や
め
た
と
き
に
、
建
退
共
か
ら
退

職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
業
界
全
体

で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主　

建
設
業
を
営
む
人

対
象
と
な
る
労
働
者

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

建
設
現
場
労
働
者
の
た
め
の

「
胃
が
ん
の
予
防
医
学
か
ら

最
先
端
の
治
療
ま
で
」

日
時　

12
月
14
日
（
土
）

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　

土
浦
市
民
会
館 
小
ホ
ー
ル

　
　
　
（
土
浦
市
東
真
鍋
町
２
─６
）

内
容　

胃
が
ん
の
予
防
医
学
か
ら
最

先
端
の
治
療
ま
で

入
場
料　

無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

問
い
合
わ
せ

土
浦
協
同
病
院 

庶
務
課（
担
当
：
皆
藤
）

☎
０
２
９
・
８
２
３
・
３
１
１
１

12
月
14
日 

土
浦
協
同
病
院
主
催

掛
金　

日
額
３
１
０
円

特
長　

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、

申
し
込
み
手
続
き
は
簡
単 

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成

・
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す

が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
で
は
必
要

経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税
法
上
は
全

額
非
課
税

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は

企
業
間
を
通
算
し
て
計
算

※
詳
し
い
内
容
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w

w
w

.k
en

taik
yo

.

taisyokukin.go.jp/
）
で
確
認
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

独
立
行
政
法
人 

勤
労
者
退
職
金
共

済
機
構 

建
退
共
茨
城
県
支
部　

☎
０
２
９
・
２
２
５
・
０
０
９
５

　

返
済
の
た
め
に
借
金
を
重
ね
て
い

る
、
返
済
し
て
い
る
の
に
元
本
が
減

ら
な
い
な
ど
、
状
況
を
聞
き
な
が
ら

債
務
整
理
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、

必
要
に
応
じ
て
法
律
の
専
門
家
へ
の

引
き
継
ぎ
も
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
ぜ

ひ
相
談
く
だ
さ
い
。

開
設
日
時　

月
～
金
曜
日

・
午
前
８
時
30
分
～
正
午

・
午
後
１
時
～
４
時
30
分

※
祝
日
は
、
除
き
ま
す
。

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
・
問
い
合
わ
せ

関
東
財
務
局 

水
戸
財
務
事
務
所 

多

重
債
務
相
談
窓
口

☎
０
２
９
・
２
２
１
・
３
１
９
０

身
近
な
法
的
ト
ラ
ブ
ル
は

「
法
テ
ラ
ス
」
へ

　

民
事
問
題
な
ど
で
、
ど
こ
に
相
談

す
れ
ば
よ
い
の
か
困
っ
た
と
き
「
法

テ
ラ
ス
」
で
は
法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
解

決
す
る
た
め
の
情
報
を
無
料
で
提
供

し
て
い
ま
す
。

　

相
談
員
が
内
容
に
応
じ
て
、
法
制

度
や
相
談
機
関
・
団
体
な
ど
の
紹
介

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
事
裁

判
の
費
用
で
困
っ
て
い
る
人
に
は
、

費
用
を
一
時
立
て
替
え
る
「
法
律
扶

助
」
制
度
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

開
設
時
間

平
日　
　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

土
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０お

な

や

み

な

し

７
８
３
７
４

問
い
合
わ
せ　

法
テ
ラ
ス
茨
城

☎
０
５
０
３
３
８
３
・
５
３
９
０

広報いしおか 12 月 1 日号  №１９６　１０

広　告　掲　載　欄

結
　
果ス

ポ
ー
ツ

        

情
報
石岡運動公園
☎ 26-7210

八郷総合
運動公園

☎ 43-6884

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　

研
修
交
流
大
会

10
月
18
日

八
千
代
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ

＊
男
子
の
部

優　

勝　

井
坂　

光
男

準
優
勝　

藤
岡　

孝

第
３
位　

川
崎　

保

＊
女
子
の
部

優　

勝　

山
内　

芳
江

準
優
勝　

宮
田　

み
ち
子

第
３
位　

内
田　

由
喜
子

石
岡
運
動
公
園
・
八
郷
総
合
運
動
公
園

優　

勝　

小
幡
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

準
優
勝　

林
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
３
位　

恋
瀬
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
３
位　

杉
並
ラ
イ
オ
ン
ズ

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　

本
部
長
杯
野
球
大
会

10
月
５
・
12
日　

八
郷
総
合
運
動
公
園
体
育
館

優　

勝　

吉
生
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

準
優
勝　

瓦
会
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
３
位　

つ
く
ば
ね
バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
男
）

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
杯 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

10
月
６
日

石
岡
運
動
公
園
体
育
館

優　

勝　

杉
並
ク
ラ
ブ

準
優
勝　

府
中
エ
ン
ジ
ェ
ル

秋
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

10
月
６
日

【
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】

８
月
３
日　

笠
松
運
動
公
園
体
育
館

＊
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
男
子

第
３
位　

石
岡
Ｋ
Ｉ
Ｄ
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル

【
柔
道
】 

８
月
４
日　

茨
城
県
武
道
館

＊
団
体
戦

小
学
生
低
学
年
の
部
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

準
優
勝　

つ
く
ば
ね
柔
道

小
学
生
高
学
年
の
部
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

準
優
勝　

つ
く
ば
ね
柔
道

＊
個
人
戦

中
学
１
年
生
女
子
の
部 

軽
量
級

第
３
位　

成
田  

桃
花

                       

（
つ
く
ば
ね
柔
道
）

茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ス
ポ
ー
ツ
大
会

石
岡
運
動
公
園
体
育
館

＊
男
子
ダ
ブ
ル
ス

Ａ
ク
ラ
ス

優　

勝　

倉
持
・
島
田
組

準
優
勝　

越
智
・
皆
川
組

第
３
位　

中
嶋
・
小
林
組

Ｂ
ク
ラ
ス

優　

勝　

小
池
・
本
橋
組

準
優
勝　

真
家
・
勝
山
組

第
３
位　

本
多
・
箱
組

第
３
位　

松
嶋
・
真
家
組

Ｃ
ク
ラ
ス

優　

勝　

竹
本
・
鈴
木
組

準
優
勝　

永
淵
・
佐
藤
組

第
３
位　

岩
室
・
吉
野
組

第
３
位　

高
橋
・
根
本
組

＊
女
子
ダ
ブ
ル
ス

石
岡
市

総
合
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

９
月
29
日　

柏
原
球
場
・
染
谷
球
場

優　

勝　

チ
ェ
リ
ー

準
優
勝　

侍
の
み
ー
ず

第
３
位　

石
岡
消
防

第
３
位　

マ
ン
テ
ィ
ス

軟
式
野
球
連
盟

　
　

会
長
杯
野
球
大
会

９
月
22
日
～
10
月
13
日　

９
月
10
日　

三
市
交
流
大
会

第
３
位　

東
光
ク
ラ
ブ

９
月
20
日　

第
３
回
ヘ
ル
シ
ー
大
会

コ
ー
ト
優
勝　

栄
松
チ
ー
ム

９
月
28
日　

月
例
大
会

優　

勝　

鹿
の
子
チ
ー
ム

準
優
勝　

栄
松
チ
ー
ム

第
３
位　

東
光
ク
ラ
ブ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　
　
　

９
月
の
結
果

茨
城
県
中
学
校

　
総
合
体
育
大
会
の
結
果

石
岡
運
動
公
園
体
育
館

◎
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
部

＊
男
子
団
体

準
優
勝　

石
岡
中
学
校

＊
女
子
団
体

優　

勝　

石
岡
中
学
校

＊
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

第
３
位　

内
藤　

保
（
国
府
中
）

＊
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

優　

勝　

海
老
澤　

花
（
石
岡
中
）

準
優
勝　

佐
川　

智
香
（
石
岡
中
）

＊
男
子
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

深
谷 

祐
太
・
本
多 

晃
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
石
岡
中
）

＊
女
子
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

栗
原 

朋
美
・
宇
田
川 

鈴
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
国
府
中
）

準
優
勝　

島
倉　

唯
・
濱
野 

夏
葵

                  　
　
　
　

 

（
石
岡
中
）

７
月
23
・
24
日

第
３
位　

本
田 

千
花
・
関
町 

美
由
記

                  　
　
　
　

 

（
石
岡
中
）

Ａ
ク
ラ
ス

優　

勝　

猪
俣
・
横
田
組

準
優
勝　

大
橋
・
真
鍋
組

第
３
位　

齋
藤
・
戸
田
組

Ｂ
ク
ラ
ス

優　

勝　

松
木
・
木
立
組

準
優
勝　

白
田
・
真
家
組

第
３
位　

石
井
・
糸
川
組

Ｃ
ク
ラ
ス

優　

勝　

小
山
・
稲
野
辺
組

準
優
勝　

久
喜
・
尾
高
組

第
３
位　

宮
本
・
坪
井
組

１１　 広報いしおか 12 月１日号  №１９６

石岡海洋センター☎ 23ー5191　　柏原野球公園管理事務所☎ 23-8158　　朝日スポーツ交流施設☎ 43-6884



測定値（園庭中央）　
10 月第 4 週 11 月第 1 週

地表 地上 0.5m 地表 地上 0.5m
第１保育所 0.095 0.092 0.144 0.120
第２保育所 0.112 0.088 0.121 0.112
園部保育所 0.103 0.087 0.118 0.095
みなみ保育所 0.113 0.100 0.091 0.104
やさと中央保育所 0.124 0.112 0.145 0.102
石岡明照保育園 0.091 0.093 0.095 0.086
泉ケ丘保育園 0.099 0.095 0.112 0.087
国分台ふたば保育園 0.117 0.091 0.099 0.093
ひかり保育園 0.107 0.087 0.099 0.095
わかくさ保育園 0.127 0.105 0.118 0.123
しらゆり保育園 0.117 0.092 0.125 0.095
そとの保育園 0.062 0.046 0.056 0.047
石岡ひまわり保育園 0.146 0.114 0.155 0.115
りんりん保育園 0.122 0.096 0.137 0.103
ことりの森保育園 0.068 0.067 0.073 0.073
児童館 0.066 0.067 0.057 0.068
児童センター（入口） 0.095 0.097 0.095 0.091

市役所 旭台
会館

城南
地区

公民館
龍神山

霊園
八郷
総合
支所

自然
休養村
センター

恋瀬
出張所

園部
出張所

簡易測定器　　　　　　
（地上 1m）

10/28 月 0.100 0.122 0.137 0.109 0.097 0.142 0.087 0.096
29 火 0.106 0.124 0.140 0.105 0.101 0.136 0.094 0.087
30 水 0.107 0.115 0.116 0.115 0.095 0.137 0.086 0.102
31 木 0.103 0.105 0.126 0.101 0.102 0.138 0.091 0.104

11/1 金 0.109 0.111 0.127 0.102 0.092 0.135 0.081 0.091
5 火 0.095 0.104 0.123 0.119 0.110 0.165 0.097 0.102
6 水 0.116 0.119 0.122 0.101 0.106 0.137 0.081 0.097
7 木 0.111 0.105 0.134 0.125 0.121 0.148 0.102 0.115
8 金 0.114 0.128 0.149 0.107 0.098 0.141 0.092 0.096

11 月 0.100 0.108 0.132 0.111 0.106 0.140 0.090 0.095
12 火 0.114 0.114 0.134 0.124 0.096 0.123 0.084 0.091
13 水 0.105 0.108 0.128 0.124 0.111 0.152 0.087 0.088

●最新の測定結果は、市のホームページで見ることができます。　http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

10 月第 4 週 11 月第 1 週
地表 地上 1m 地表 地上 1m

石岡中学校 0.092 0.075 0.079 0.076
府中中学校 0.164 0.154 0.164 0.150

城南中学校 0.123 0.117 0.119 0.114

国府中学校 0.100 0.102 0.106 0.096

園部中学校 0.114 0.095 0.109 0.088

八郷中学校 0.035 0.043 0.050 0.049

中学校

Ａ 2700
測定器

10 月第 4 週 11 月第 1 週
地表 地上 0.5m 地表 地上 0.5m

石岡小学校 0.106 0.093 0.109 0.106
府中小学校 0.126 0.106 0.107 0.098
高浜小学校 0.087 0.089 0.091 0.090
東小学校 0.071 0.079 0.095 0.091
三村小学校 0.128 0..115 0.114 0.111
関川小学校 0.153 0.133 0.142 0.137
北小学校 0.135 0.113 0.143 0.128
南小学校 0.130 0.120 0.128 0.118
杉並小学校 0.111 0.107 0.102 0.103
園部小学校 0.141 0.140 0.140 0.141
東成井小学校 0.098 0.100 0.125 0.110
瓦会小学校 0.085 0.080 0.092 0.085
林小学校 0.088 0.086 0.086 0.083
恋瀬小学校 0.085 0.083 0.086 0.081
葦穂小学校 0.098 0.090 0.095 0.097
吉生小学校 0.100 0.090 0.100 0.092
柿岡小学校 0.097 0.104 0.107 0.103
小幡小学校 0.105 0.100 0.104 0.101
小桜小学校 0.096 0.098 0.102 0.102

小学校

Ａ 2700
測定器

保育所
など私立公立

PA-1000 Radi測定器

※掲載は園庭中央ですが、園庭の四隅と砂場も測定してい
ます。ホームページで確認できます。

市内各施設の
　　　     放射線量

測定器：簡易測定器　単位：マイクロシーベルト／時

10 月 28 日～ 11 月 13 日

●問い合わせ　放射線対策室　☎ 23-1111（内線 141）

PA-1000 Radi

平日毎日測定主な公共施設

測
定
日

測
定
場
所

測定値（園庭中央）
10 月第 4 週 11 月第 1 週

地表 地上 0.5m 地表 地上 0.5m
府中幼稚園 0.115 0.093 0.125 0.112
国分寺幼稚園 0.062 0.090 0.064 0.087
石岡善隣幼稚園 0.104 0.081 0.099 0.079
ばらき台幼稚園 0.093 0.073 0.101 0.078
石岡幼稚園 0.067 0.085 0.067 0.097
恋瀬ほしのみや幼稚園 0.068 0.067 0.073 0.073
八郷幼稚園 0.104 0.072 0.095 0.090
東幼稚園（園庭） 0.124 0.103 0.107 0.115

幼稚園私立公立
PA-1000 Radi測定器

11 月第 2 週

地表 地上
0.5m

地上
1m

国府地区公民館 0.146 0.121 0.125
葦穂地区多目的研修センター 0.139 0.122 0.111
瓦会地区多目的研修センター 0.117 0.099 0.096
石岡学校給食センター 0.155 0.139 0.147
農村資料館 0.087 0.072 0.085
ふれあいの里石岡 ひまわりの館 0.091 0.093 0.113
まちかど情報センター 0.096 0.098 0.097
常陸風土記の丘 0.141 0.115 0.124
茨城県フラワーパーク 0.137 0.123 0.125
つくばねオートキャンプ場 0.125 0.109 0.119
朝日里山学校 0.145 0.128 0.124
石岡運動公園 0.132 0.119 0.114
八郷総合運動公園 0.073 0.068 0.086
柏原野球公園 0.168 0.154 0.138
柏原サッカー公園 0.087 0.080 0.097
小井戸運動広場 0.133 0.139 0.119
国府公園 0.148 0.116 0.137
石岡ステーションパーク 0.082 0.074 0.074
いしおかイベント広場 0.085 0.092 0.090
やさと温泉ゆりの郷 0.118 0.110 0.129
柏原池公園 0.172 0.156 0.144
八軒向第 3 公園 0.090 0.103 0.119
フローラル西公園 0.087 0.088 0.082
ばらき台第２公園 0.090 0.114 0.116
池の台住宅記念碑 0.168 0.154 0.138

主な公共施設
毎月第２・４週測定

PA-1000 Radi・TCS-172B測定器

測定値（グラウンドの 5 か所の平均）

測定値（グラウンドの 5 か所の平均）

※国における放射線量の基準値は、地上 1 ｍ（子どもの場合は地上 0.5 ｍ）で毎時 0.23 マイクロシーベルト以下です。

広報いしおか 12 月１日号  №１９６　１４

地域子育て支援センターに
行ってみよう！

石
岡
市
地
域
子
育
て

　
　
　
支
援
セ
ン
タ
ー

　市内 6 か所にある、地域子育て支援セ
ンターのそれぞれの取り組みを順番に紹介
しています。今回は、そとの保育園と石岡
市地域子育て支援センターを紹介します。

そ
と
の
保
育
園

　
に
こ
に
こ

　

ナ
ー
ス
の
日
で
は
、
そ
と
の
保
育

園
の
看
護
師
が
、
子
ど
も
の
病
気
や

け
が
な
ど
の
「
知
っ
て
お
き
た
い
豆

知
識
」
を
テ
ー
マ
に
、
お
母
さ
ん
向

け
の
座
談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

毎
月
１
回
、開
催
し
て
い
て
、テ
ー

マ
以
外
に
も
参
加
し
た
お
母
さ
ん
か

ら
子
育
て
に
関
す
る
質
問
の
声
が
あ

り
、
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
は
、
同
じ
ス
ペ
ー
ス
で

保
育
士
と
遊
ん
で
い
る
の
で
、
安
心

し
て
参
加
で
き
ま
す
。

　

リ
ズ
ム
の
日
で
は
、
お
母
さ
ん
た

ち
に
馴
染
み
の
あ
る
曲
に
合
わ
せ
て

体
を
動
か
し
「
体
幹
」
と
「
聞
く

力
」
を
育
て
る
運
動
を
遊
び
な
が
ら

行
っ
て
い
ま
す
。
園
児
と
共
に
園
内

の
ホ
ー
ル
で
毎
月
１
回
、
行
っ
て
い

ま
す
。

　

い
つ
も
参
加
し
て
い
る
子
ど
も
た

ち
は
、
ピ
ア
ノ
の
音
が
鳴
る
と
自
然

に
体
を
動
か
し
、
楽
し
く
リ
ズ
ム
に

乗
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

リ
ズ
ム
の
日

ナ
ー
ス
の
日

　

年
齢
を
わ
け
て
、
親
子
で
季
節
感

の
あ
る
製
作
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
一
緒
に
行
う
作
業
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
同
士
・
お
母
さ
ん

同
士
が
知
り
合
う
、
出
会
い
の
場
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

秋
に
は
、
ど
ん
ぐ
り
や
ま
つ
ぼ
っ

く
り
な
ど
を
使
っ
て
ト
ト
ロ
を
作
り

ま
し
た
。

※
わ
く
わ
く
ベ
ビ
ー
は
０
歳
～
１
歳

６
か
月
未
満
ま
で
、
わ
く
わ
く
キ
ッ

ズ
は
１
歳
６
か
月
以
上
か
ら
で
す
。

わ
く
わ
く
ベ
ビ
ー

　
わ
く
わ
く
キ
ッ
ズ

給食を食べよう
みんなと一緒に食べると自分で上手に
食べることができて、びっくりです。

わくわくベビー・キッズ
子どもたちも大喜びでどんぐりに顔
を描いていました。

　

や
さ
と
中
央
保
育
所
の
給
食
と

同
じ
も
の
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

友
達
や
保
育
士
と
楽
し
く
食
べ
な

が
ら
「
こ
の
年
齢
だ
と
、
こ
の
く

ら
い
の
量
を
食
べ
れ
ば
大
丈
夫
」

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

食
事
を
し
な
が
ら
、
栄
養
士
に

給
食
の
献
立
に
つ
い
て
の
話
を
聞

い
た
り
、
家
庭
で
何
を
食
べ
さ
せ

た
ら
よ
い
か
な
ど
の
質
問
や
相
談

を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

給
食
を
食
べ
よ
う

ナースの日
看護師を囲んで、お母さんたちの
おしゃべりタイム

リズムの日
曲に合わせて親子で体を動かしてい
ます。

問い合わせ  そとの保育園 にこにこ
☎ 26‒3508 （石岡市東大橋 1639-2）
　 http://homepage2.nifty.com/sotono/
nsub10.html
ＨＰ

問い合わせ  市立やさと中央保育所 
石岡市地域子育て支援センター
☎ 44-8011 （石岡市柿岡 2155）

　地域子育て支援センターは、身近に
育児のことを相談できる人や気軽に育
児の話ができる仲間が欲しい、入園前
の子どもを慣れさせたいという思いに
応える子育て支援施設です。

１５　 広報いしおか 12 月１日号  №１９６
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健
康
ガ
イ
ド

★
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
２
４
・
１
３
８
６　

ＦＡＸ
２
４
・
４
６
３
８

★
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
４
３
・
６
６
５
５　

ＦＡＸ
４
４
・
１
４
９
２

★★★

★★

　

医
療
機
関
で
必
要
と
し
て
い
る
輸

血
用
血
液
の
量
は
年
間
を
通
し
て
一

定
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
献
血
の
協

力
に
よ
り
確
保
で
き
る
量
は
季
節
的

変
動
も
あ
り
、
時
に
不
足
す
る
事
態

が
発
生
し
ま
す
。

　

現
代
科
学
を
駆
使
し
て
も
人
工
的

に
造
る
こ
と
が
で
き
な
い
血
液
。
一

時
的
に
大
勢
の
人
が
献
血
を
し
て
も

血
液
は
生
き
た
細
胞
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
長
期
保
存
が
で
き
ま
せ
ん
。

国
内
の
輸
血
用
血
液
製
剤
は
現
在
、

全
て
が
国
内
の
献
血
に
よ
っ
て
ま
か

な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
先
に
述
べ
た

よ
う
に
血
液
は
長
期
保
存
が
で
き
な

い
た
め
、
医
療
機
関
に
安
定
的
に
血

液
を
供
給
す
る
た
め
に
は
、
輸
血
用

の
血
液
を
確
保
し
続
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

輸
血
用
血
液
の
多
く
（
約
85
％
）

は
50
歳
以
上
の
人
た
ち
に
使
用
さ
れ

て
い
る
一
方
で
、
献
血
者
は
約
80
％

が
50
歳
未
満
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。若
年
層
の
10
代
・

20
代
の
献
血
協
力
者
数
は
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
日
本
の
少

子
高
齢
化
が
今
後
ま
す
ま
す
進
ん
で

い
く
と
、
血
液
需
要
の
増
加
が
見
込

ま
れ
て
い
る
将
来
の
安
定
供
給
に
支

障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
血
液
の
輸
入
に
頼
る
こ
と

な
く
安
定
し
て
供
給
す
る
た
め
に

も
、
特
に
若
い
世
代
の
献
血
へ
の
理

解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

か
ぼ
ち
ゃ
サ
ラ
ダ

★
幸
せ
は
食
事
か
ら
★

(

エ
ネ
ル
ギ
ー
78
㎉
、塩
分
０
・
２
ｇ)

材
料
（
４
人
分
） 

か
ぼ
ち
ゃ
1/3
～
1/2
個
（
４
２
０
ｇ
）・

玉
ね
ぎ　

1/3
個
・
塩　

少
々

プ
ロ
セ
ス
チ
ー
ズ　

30
ｇ
・
マ
ヨ

ネ
ー
ズ　

大
さ
じ
１

プ
レ
ー
ン
ヨ
ー
グ
ル
ト　

大
さ
じ

３
・
サ
ニ
ー
レ
タ
ス　

適
量
・
ミ
ニ

ト
マ
ト　

12
個

作
り
方　

①
か
ぼ
ち
ゃ
は
蒸
す
か
、
ラ
ッ
プ
を

し
て
電
子
レ
ン
ジ
で
柔
ら
か
く
な
る

ま
で
加
熱
し
、
１
～
２
㎝
の
角
切
り

に
す
る
。

②
玉
ね
ぎ
は
薄
切
り
に
し
て
、
塩
を

ま
ぶ
す
。
し
ん
な
り
し
た
ら
水
洗
い

し
て
水
気
を
よ
く
絞
る
。

③
チ
ー
ズ
は
１
～
２
㎝
角
に
切
る
。

④
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
と
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
混

ぜ
、
か
ぼ
ち
ゃ
・
玉
ね
ぎ
・
チ
ー
ズ

を
和
え
、
レ
タ
ス
を
敷
い
た
器
に
盛

り
つ
け
、
ト
マ
ト
を
飾
る
。

☆
か
ぼ
ち
ゃ
は
、
免
疫
力
を
高
め
る

カ
ロ
テ
ン
や
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
効

果
の
あ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
を
豊
富
に
含

ん
で
い
ま
す
。

　

40
歳
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
で
、
ま
だ
受
け
て

い
な
い
人
は
、４
月
に
発
行
し
た「
特

定
健
康
診
査
受
診
券
」
で
医
療
機
関

で
の
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
忘
れ
ず
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
特
定
健
康
診
査
の
結
果
、

生
活
習
慣
の
見
直
し
が
必
要
な
人
に

は
「
特
定
保
健
指
導
利
用
券
」
を
発

送
し
て
い
ま
す
。特
定
保
健
指
導
は
、

自
分
で
で
き
る
メ
タ
ボ
解
消
を
実
行

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

特
定
健
康
診
査
受
診
券

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
の
受
診
券

　
「
医
療
機
関
検
診
（
子
宮
が
ん
・

乳
が
ん
）」
は
保
健
セ
ン
タ
ー
の
窓

口
で
受
診
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

受
診
券
の
有
効
期
間
は
発
行
日
か
ら

１
か
月
間
で
す
。
乳
が
ん
検
診
を
希

望
す
る
人
は
各
医
療
機
関
で
電
話
予

約
を
し
て
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お

献
血
へ
の
協
力
を

今
月
の
献
血

●
12
月
13
日
（
金
）

　
　

国
府
地
区
公
民
館

　
　

午
前
10
時
～
11
時
45
分

　
　

午
後
１
時
～
４
時

●
12
月
18
日
（
水
）

　
　

八
郷
総
合
支
所

　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

●
12
月
27
日
（
金
）

　
　

ピ
ア
シ
テ
ィ
石
岡　

　
　

午
前
10
時
～
11
時
45
分

　
　

午
後
１
時
～
４
時　
　

石
岡
地
区

12
月
11
日
（
水
）（
定
員
15
人
）

八
郷
地
区

12
月
13
日
（
金
）（
定
員
10
人
）

場
所　

各
保
健
セ
ン
タ
ー

ピ
カ
ピ
カ
歯
磨
き
教
室

　
　
　

参
加
受
け
付
け
て
い
ま
す

出
で
く
だ
さ
い
。

　

お
手
持
ち
の
受
診
券
が
、
有
効
期

限
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
期
限
の
延
長

が
で
き
ま
す
。
受
診
券
を
窓
口
に
持

参
く
だ
さ
い
。

　

５
月
下
旬
に
「
が
ん
検
診
の
お
知

ら
せ
（
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
在
中
）」

を
対
象
と
な
る
年
齢
の
人
た
ち
に
郵

送
し
ま
し
た
。
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の

種
類
に
よ
っ
て
、子
宮
頸け

い
が
ん
検
診
・

乳
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
大
腸
が
ん
検
診
は
、

申
し
込
み
の
後
に
検
査
容
器
を
郵
送

し
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成

　

市
で
は
、
次
の
と
お
り
接
種
費
用

の
一
部
助
成
を
行
い
ま
す
。

▼
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き

が
必
要
な
人

・
接
種
日
現
在
で
65
歳

　

こ
こ
ろ
の
悩
み
事
な
ど
に
専
門
の

相
談
員
が
電
話
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

・
12
月
10
日
（
毎
月
第
２
火
曜
日
）

・
午
前
９
時
～
正
午

・
午
後
１
時
～
４
時

♥
相
談
番
号

４
３
・
６
６
５
５

（
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

こ
こ
ろ
と
い
の
ち
の

電
話
相
談

こ
こ
ろ
の
体
温
計
の
利
用
を

　
「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
は
携
帯
電

話
や
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
気
軽
に

ス
ト
レ
ス
や
落
ち
込
み
度
を
チ
ェ
ッ

ク
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
自
分
だ

け
で
な
く
、
周
り
の
大
切
な
人
の
心

の
健
康
を
守
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
利
用

く
だ
さ
い
。

　

パ
ソ
コ
ン
は
次
の
ア
ド
レ
ス
か
ら

利
用
で
き
ま
す
。

　

https://fishbow
lindex.jp/

ishioka/

【
日
時
】
①
マ
タ
ニ
テ
ィ
ビ
ク
ス  

12

月
９
日
（
月
）
午
前
９
時
15
分
～
９

時
30
分
受
け
付
け

②
パ
パ
マ
マ
ス

ク
ー
ル 

12
月
16
日

（
月
）
午
前
８
時
45

分
～
９
時
受
け
付

け
※
い
ず
れ
も
正
午
終
了
予
定

【
対
象
】
妊
婦
と
そ
の
家
族

【
内
容
】
①
マ
タ
ニ
テ
ィ
ビ
ク
ス
、

ス
ト
レ
ッ
チ
、
妊
娠
中
・
産
後
の

食
事
の
話
②
妊
娠
・
分
娩
の
経
過
、

呼
吸
法
・
補
助
動
作
、
母
乳
指
導
・

沐も
く
よ
く浴
指
導
、
歯
科
指
導

【
場
所
】
①
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　

②
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

【
申
込
方
法
】
実
施
保
健
セ
ン
タ
ー

に
電
話
ま
た
は
窓
口
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
ビ
ク
ス
・

パ
パ
マ
マ
ス
ク
ー
ル

　

食
生
活
改
善
推
進
員
主
催
で
お
や

こ
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
お
父

さ
ん
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

【
日
時
】
12
月
14
日
（
土
）
午
前
９

時
30
分
～
午
後
１
時

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

【
対
象
者
】
石
岡
市
内
在
住
の
小
学

生
以
上
の
親
子　

先
着
15
組　

【
場
所
】
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー 

調
理
室

【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
方
法
】
12
月
９
日
（
月
）
ま

で
に
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
ま

た
は
窓
口
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
や
こ
の
食
育
教
室
へ
の
参
加
を

 

有
効
期
限   

平
成
26
年
１
月
31
日

発
行
期
限  

平
成
26
年
１
月
31
日

★

有
効
期
限 

平
成
26
年
２
月
28
日

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心
臓
や
腎

臓
、
呼
吸
器
、
免
疫
機
能
な
ど
に
重

い
病
気
の
あ
る
人
（
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
所
持
者
）

・
接
種
日
現
在
で
１
歳
に
な
る
人

▼
予
診
票
な
ど
を
郵
送
し
た
人

・
65
歳
以
上
の
人
（
昭
和
23
年
10
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

・
１
歳
～
中
学
３
年
生

（
平
成
10
年
４
月
２
日
生
～
平
成
24

年
10
月
１
日
生
ま
れ
の
人
）

【
助
成
費
用
】
接
種
費
用
の
一
部

２
０
０
０
円
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

※
上
記
対
象
者
で
生
活
保
護
世
帯
の

人
の
み
全
額
助
成
制
度
が
あ
り
ま

す
。
各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
事
前
に
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

【
助
成
回
数
】
１
回

【
助
成
期
間
】
平
成
25
年
10
月
１
日

～
12
月
31
日

※
12
月
中
の
接
種
日
は
医
療
機
関
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
接
種
場
所
】　

石
岡
市
医
師
会
協
力

医
療
機
関
（
小
児
・
高
齢
者
）、
県

医
師
会
協
力
医
療
機
関（
高
齢
者
の
み
）

受
け
付
け 

午
後
１
時
～
１
時
20
分

対
象
者　

フ
ッ
化
物
塗
布
希
望
の
未

就
学
児

※
申
し
込
み
は
実
施
日
の
前
日
ま
で

で
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。
実
施
保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
ま

た
は
窓
口
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
助
成
対
象
者
】　

・
妊
娠
を
予
定
、
ま
た
は
希
望
し
て

い
る
女
性
と
そ
の
配
偶
者

・
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
配
偶
者

【
助
成
期
間
】
接
種
日
が
平
成
25
年

４
月
１
日
～
平
成
26
年
３
月
31
日

【
助
成
費
用
】

①
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン　

３
０
０
０
円

②
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
０
円

③
風
し
ん
抗
体
検
査　

１
０
０
０
円

【
助
成
方
法
】
銀
行
口
座
へ
の
振
り

込
み
（
償
還
払
い
）
と
な
り
ま
す
の

で
、
左
記
を
持
参
の
う
え
、
各
保
健

セ
ン
タ
ー
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
接
種
し
た
予
防
接
種
（
風
し
ん
、

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
）
の

領
収
書

❷
風
し
ん
抗
体
検
査
の
領
収
書

❸
助
成
費
用
の
振
込
を
す
る
口
座
番

号
が
分
か
る
も
の
（
通
帳
な
ど
）

※
接
種
者
本
人
名
義
の
も
の

❹
認
め
印

【
受
付
期
間
】

～
平
成
26
年
３
月
31
日
（
月
）

風
し
ん
予
防
接
種
助
成

★★
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時
憶記
の

生涯学習課
シリーズ 96

☎43-1111
（内線1233）

常
陸
国
風
土
記
と

　

鹿
の
子
Ｃ
遺
跡

　

日
本
書
記
に
よ
る
と
葛か
つ
ら
ぎ
の
そ
つ
ひ
こ

城
襲
津
彦

と
い
う
人
物
が
外
交
上
の
ト
ラ
ブ
ル

か
ら
新
羅
へ
と
攻
め
込
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
と
き
新
羅
か
ら
連
れ
て
来

ら
れ
た
鍛
冶
工
人
は
、
奈
良
盆
地
で

鉄
製
品
を
作
り
、
現
在
で
も
忍お

し
み海

・

佐さ

み味
と
い
っ
た
名
字
が
地
名
と
し
て

残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
こ
の
鍛

冶
工
人
は
、
飛
鳥
の
宮
の
工
房
で
あ

る
飛
鳥
池
遺
跡
で
も
名
前
が
み
ら

れ
、
平
城
京
で
も
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
の
工
人
は
連
綿

と
鍛
冶
に
携
わ
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

常
陸
国
風
土
記
に
よ
る
と
、
香
島

郡
（
現
在
の
鹿
嶋
市
）
で
は
慶け

い
う
ん雲

元
（
７
０
１
）
年
に
、
国
司
の

采う
ね
め
の
あ
そ
ん

女
朝
臣
が
鍛
冶
工
人
に
砂
鉄
か
ら

鉄
を
作
ら
せ
る
話
が
で
て
き
ま
す
。

こ
の
時
、
国
司
が
連
れ
て
き
た
鍛
冶

工
人
の
名
前
こ
そ
佐さ

び
の備
（
佐
味
と
同

じ
）
大お

お
ま
ろ麿
な
の
で
す
。
国
司
が
連
れ

て
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
都
の
技
術

が
導
入
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い

ま
す
。

　

鹿
嶋
市
で
は
発
掘
調
査
の
結
果
、

こ
の
時
期
の
連

れ
ん
ぼ
う
し
き
た
て
あ
な
こ
う
ぼ
う

房
式
竪
穴
工
房
と
い

わ
れ
る
巨
大
工
房
が
検
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
工
房
は
先
述
の
飛
鳥
池

遺
跡
に
起
源
を
持
ち
、
建
物
の
中
で

多
数
の
鍛
冶
工
人
が
操
業
を
行
う
た

め
、
そ
の
炉
跡
が
多
く
残
っ
て
い
る

非
常
に
特
殊
な
も
の
で
す
。
そ
し
て

石
岡
市
の
鹿
の
子
Ｃ
遺
跡
で
も
、
こ

の
８
世
紀
中
頃
の
連
房
式
竪
穴
工
房

が
多
数
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
時
期
の
鹿
の
子
Ｃ
遺
跡
で
は
大

量
に
鎧
の
部
品
が
出
土
す
る
こ
と
か

ら
蝦え

み
し夷
と
呼
ば
れ
る
東
北
地
方
に
住

ん
で
い
た
人
々
と
戦
う
た
め
の
武
器

な
ど
を
生
産
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

当
時
、
国
家
的
な
政
策
の
一
つ
で

あ
っ
た
東
北
政
策
に
あ
た
り
、
忍
海

氏
の
よ
う
な
鍛
冶
工
人
が
都
か
ら
導

入
さ
れ
た
可
能
性
も
高
い
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

常
陸
国
風
土
記

編
さ
ん
１
３
０
０
年 

特
集
⑥

12
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
折
り
紙
教
室 

21
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

・
育
児
サ
ー
ク
ル
（
わ
ん
に
ゃ
ん
キ
ッ
ズ
）   

　

対
象　

未
就
園
児
（
０
～
４
歳
）

   

毎
週
火
曜
日 

午
前
10
時
15
分
～

・
ち
り
め
ん
小
物  

第
１
・
３
土
曜
日 

午
後
１
時
～

駐
車
場
は
、
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
（
向
か
い
側
）・
臨
時
駐
車
場
（
土
橋
通
り
）

を
利
用
く
だ
さ
い
。

石
岡
市
国
府
３-

１-

16　

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
８
時

休
館
日　

木
曜
日　
　
　

   

問
い
合
わ
せ　

☎
２
７
・
５
１
７
１

年
末
年
始
の
休
館
日　

12
月
26
日
（
木
）
～
１
月
４
日
（
土
）

ま 

ち 

か 

ど 

情 

報 

セ 

ン 

タ 

ー 

ニ 

ュ 

ー 

ス

出
演　

ハ
ラ
ウ
・
フ
ラ
・
オ
・
ア
ロ
ハ
ラ
ニ

日
時　

12
月
22
日
（
日
）
午
後
２
時
～

メ
レ
カ
リ
キ
マ
カ
！（
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
！
）

ハ
ワ
イ
ア
ン 

フ
ラ
ダ
ン
ス

ハ
ワ
イ
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
い
か
が
？

まちかど音楽祭

常陸風土記の丘に復元されている、鹿
の子Ｃ遺跡の連房式竪穴工房

サンド市　今月は 21 日（土）
日時  第３土曜日  午前 11 時～午後３時
場所  香丸・中町・御幸通りの参加店前、
まちかど情報センター
　中心街の店先を借りて、趣味の手作り
品、園芸品などを展示販売。新鮮野菜

も並びます。フ
リーマーケット
も大歓迎！参加
者募集中。

まちを歩いて、出会って、美味しいものを
食べて、元気になる。

歴史講演
　
「
常
陸
国
風
土
記
」
の
世
界
の
理
解
に
必
要

な
背
景
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。
風
土
記
に
見
え

る
茨
城
郡
、
行
方
郡
、
信
太
郡
の
ゆ
か
り
の
地

の
説
話
に
つ
い
て
も
解
説
し
ま
す
。

日
時　

12
月
23
日
（
月
）
午
後
２
時
～

講
師　

長
谷
川 

功
先
生
（
ル
ネ
ッ
散
歩
案
内
人
）

歯科 連続講話
　

歯
の
痛
み
や
入
れ
歯
の
ガ
タ
つ
き
な
ど
の
悩
み

を
解
決
し
ま
す
。

　

歯
に
関
す
る
質
問
も
で
き
ま
す
。

日
時　

12
月
15
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

講
師　

小
松
崎 

豊 

院
長
（
小
松
崎
歯
科
医
院
）

第
７
回
石
岡
市
歯
科
医
師
会
連
続
講
話

―
食
べ
る
喜
び
は
、
生
き
る
喜
び
―

「
歯
の
痛
み 

入
れ
歯
の
痛
み
の
基
礎
知
識
」

わ
ん
に
ゃ
ん
キ
ッ
ズ
（
育
児
サ
ー
ク
ル
）

参
加
者
募
集

　

お
か
あ
さ
ん
同
士
の
情
報
交
換
で
悩
み
を
解
消
、

出
前
保
育
や
、
外
遊
び
、
季
節
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

み
ん
な
で
企
画
し
て
い
ま
す
。

「
石
岡
の
歴
史
的
景
観
の
魅
力
」
Ⅱ

ル
ネ
ッ
散
歩
講
演
会 

―
風
土
記
の
世
界
と
史
跡
― 
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図
書
館
つ
う
し
ん

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館

☎
２
４
・
１
５
０
７

中
央
図
書
館 

２
階
視
聴
覚
室

《
12
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
７
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～

《
12
月
の
お
は
な
し
会
》

・
21
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～

中
央
公
民
館

《
12
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
14
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
～

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校

中
学
年
程
度
で
す
。
時
間
は
お
よ

そ
30
分
で
す
。興
味
の
あ
る
人
は
、

お
出
で
く
だ
さ
い
。

【休　館　日】

１月
１～４
６・13
20・27  

30

《
新
着
Ｃ
Ｄ
紹
介
》　

（
児　

童
）

○
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン　

ベ

ス
ト
ヒ
ッ
ト
1̓2

○
い
ー
っ
ぱ
い
！
英
語
の
う
た

○
２
３
５
５
／
０
６
５
５
ソ
ン
グ
ベ

ス
ト
！

○
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ　

ス
ペ

シ
ャ
ル
50
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

○
Ｎ
Ｈ
Ｋ　

に
ほ
ん
ご
で
あ
そ
ぼ　

百
た
っ
ぷ
り
う
た
づ
く
し

（
一　

般
）

○
ど
こ
か
で
聴
い
た
ク
ラ
シ
ッ
ク

モ
ー
ツ
ア
ル
ト　

名
曲
ベ
ス
ト
１
０
１

○
ど
こ
か
で
聴
い
た
ク
ラ
シ
ッ
ク　

ベ
ス
ト
１
０
１

○
ど
こ
か
で
聴
い
た
ク
ラ
シ
ッ
ク　

ベ
ス
ト
１
０
１　

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ

○
ど
こ
か
で
聴
い
た
ク
ラ
シ
ッ
ク　

オ
ペ
ラ
名
曲
ベ
ス
ト
１
０
１

○
チ
ェ
ッ
カ
ー
ズ　

ス
ー
パ
ー
・
ベ

ス
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
32

○
パ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
・

エ
デ
ィ
シ
ョ
ン

○
コ
ー
ル
デ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス「
効
果
音
」

○
綾
小
路
き
み
ま
ろ　

爆
笑
ス
ー

パ
ー
ラ
イ
ブ
第
５
集
！

○
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
・
レ
ゲ
エ
・
ヒ
ッ
ツ

○
き
み
の
ミ
カ
タ

○
祈
り
～
未
来
へ
の
歌
声

○
エ
ク
ス
ト
ラ
・
ダ
ン
ス
・
ベ
ス
ト

○
ベ
ス
ト
・
ガ
ー
ル
ズ
・
メ
ガ
ミ
ッ

ク
ス

○
ベ
ス
ト
・
ポ
ッ
プ
ス
・
メ
ガ
ミ
ッ

ク
ス

○
ム
ー
ド
歌
謡
ベ
ス
ト

○
天
晴
～
オ
ー
ル
タ
イ
ム
・
ベ
ス
ト

～
／
さ
だ
ま
さ
し

○
い
き
も
の
が
か
り
Ⅰ
／
い
き
も
の

が
か
り

○
レ
ミ
オ
ベ
ス
ト
／
レ
ミ
オ
ロ
メ
ン

○
小
さ
な
生
き
物
／
ス
ピ
ッ
ツ

○
い
つ
か
の
少
年
／
長
渕 

剛

○
キ
ロ
ロ
の
い
ち
ば
ん
イ
イ
歌
あ
つ

め
ま
し
た
／
キ
ロ
ロ

○
な
ん
だ
こ
れ
く
し
ょ
ん
／
き
ゃ

り
ー
ぱ
み
ゅ
ぱ
み
ゅ

《
年
末
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ
》

　

12
月
29
日
（
日
）
か
ら
１
月
４
日

（
土
）
ま
で
年
末
年
始
の
た
め
、
休

館
に
な
り
ま
す
。
休
館
中
に
本
・
Ｃ

Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
返
却
す
る
場
合
は
、

図
書
館
の
玄
関
脇
に
あ
る
「
返
却
ポ

ス
ト
」
を
利
用
く
だ
さ
い
。
た
だ
し

Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
付
の
図
書
は
壊
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
返
却
ポ
ス

ト
に
入
れ
ず
、
開
館
日
に
直
接
カ
ウ

ン
タ
ー
へ
返
し
て
く
だ
さ
い
。

※
中
央
公
民
館
・
東
地
区
公
民
館
・

城
南
地
区
公
民
館
の
図
書
室
は
、
12

月
28
日
（
土
）
か
ら
１
月
４
日
（
土
）

ま
で
休
室
に
な
り
ま
す
。

12 月

 ２・９
16・23
29 ～ 31 

　

病
後
児
保
育
は
、
子
ど
も
が
風
邪

や
下
痢
、
感
染
症
の
病
気
回
復
期
の

集
団
保
育
が
困
難
な
期
間
、
一
時
的

に
預
か
っ
て
、
保
育
士
、
看
護
師
な

ど
が
保
育
し
ま
す
。
ま
た
、
保
育
中

に
小
児
科
医
が
往
診
し
ま
す
。

【
場
所
】
石
岡
市
医
師
会
病
院
病
後

児
保
育
室
さ
く
ら
ん
ぼ

（
石
岡
市
大
砂
１
０
５
２
８-

25
）

【
保
育
時
間
】

・
平
日　

午
前
８
時
～
午
後
６
時　

・
土
曜　

午
前
８
時
～
午
後
１
時

【
利
用
期
間
】
１
回
に
つ
き
７
日
以
内

【
利
用
料
金
】

１
日
２
０
０
０
円
、
半
日
１
０
０
０
円

（
半
日
は
、
午
前
８
時
～
午
後
１
時
、

ま
た
は
午
後
１
時
～
６
時
）

※
昼
食
（
希
望
）
…
５
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
は
無
料
で
す
。

【
利
用
要
件
】
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

・
市
内
に
住
民
票
が
あ
り
、
現
在
保

育
所
（
園
）
に
入
所
し
て
い
る
生
後

６
か
月
以
上
の
児
童　
　

・
病
気
（
ぜ
ん
息
な
ど
の
慢
性
の
も

の
、
外
傷
性
の
も
の
を
含
む
）
回
復

期
で
あ
る
が
、
病
気
の
た
め
集
団
保

育
が
困
難
、
ま
た
は
病
気
の
た
め
医

師
が
病
後
児
保
育
の
ほ
う
が
よ
い
と

認
め
た
も
の

・
保
護
者
が
勤
務
な
ど
の
都
合
上
、

家
族
で
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合

※
熱
が
38
度
以
上
の
時
は
預
か
れ
ま

せ
ん
。
要
件
を
満
た
し
て
い
て
も
利

用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。　

【
利
用
方
法
】
事
前
登
録
が
必
要
で

す
。
市
役
所
こ
ど
も
福
祉
課
、
八
郷

総
合
支
所
市
民
窓
口
課
に
申
請
書
を

提
出
し
、
許
可
さ
れ
た
児
童
が
利
用

で
き
ま
す
。

※
申
請
書
な
ど
は
市
役
所
こ
ど
も
福

祉
課
、八
郷
総
合
支
所
市
民
窓
口
課
、

病
後
児
保
育
室
さ
く
ら
ん
ぼ
に
備
え

て
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
ホ
ー

ム
∨
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
∨
育
児
∨
病

後
児
保
育
）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子育てを応援します！

病後児保育を
　　利用ください
◆問い合わせ
・市役所 こども福祉課
☎ 23-1111（173）
・石岡市医師会病院なかよし保育園
☎ 22-4784（℻兼用）
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か
が
や
き

の　
未来を拓

ひ ひ

く　
男 ひ
ひ
と
女 ひ
ひ

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

い
く
つ
に
な
っ
て
も
輝
こ
う
！

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
を
語
る
電
話
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
注
意

　

離
婚
・
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
・
家
庭

の
悩
み
、
女
性
の
抱
え
る
様
々
な
問
題

を
、
相
談
者
が
自
ら
の
力
で
解
決
で
き

る
よ
う
に
専
門
の
相
談
員
が
支
援
し
ま

す
。【
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
】

日
時　

12
月
12
・
19
・
26
日
（
木
）　

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　

市
役
所
１
階 

相
談
室

■
相
談
予
約
・
問
い
合
わ
せ

政
策
企
画
課 

男
女
共
同
参
画
担
当 

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

女
性
の
た
め
の
困
り
ご
と
相
談

ハ
ー
モ
ニ
ー
コ
ー
ナ
ー

　

さ
わ
や
か
ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ミ
ナ
ー

は
、
男
性
も
女
性
も
よ
き
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
、
と
も
に
い
き
い
き
と

活
躍
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
第
２
回
さ
わ
や
か
ハ
ー
モ
ニ
ー

セ
ミ
ナ
ー
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
牧
野
修
代
先
生
に

よ
る
講
演
を
開
催
し
ま
す
。

　

牧
野
先
生
は
東
京
、
茨
城
を
中
心

に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
度
も
国

民
生
活
セ
ン
タ
ー
を
名
乗
り
、
投
資
被

害
の
救
済
な
ど
を
持
ち
か
け
る
電
話

が
か
か
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
個
人
宅
に

被
害
救
済
を
語
っ
て
電
話
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
注
意
く
だ
さ
い
。

【
相
談
内
容
】

・
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
「
あ
な

た
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
が
怪

し
い
団
体
に
流
失
し
た
。
個
人
情
報

の
流
失
の
経
過
を
今
後
も
報
告
す
る
」

と
連
絡
が
あ
り
、
そ
の
後
、
違
う
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
同
じ
よ
う
な

内
容
の
電
話
が
あ
っ
た
。

・「
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
○
○
で
す
。

悪
質
業
者
が
出
回
っ
て
い
る
の
で
、

あ
な
た
の
被
害
情
報
を
提
供
し
て
も

ら
い
参
考
に
し
た
い
」
と
言
わ
れ
、

電
話
を
切
ろ
う
と
す
る
と
暴
言
を
吐

か
れ
た
。

・「
金
融
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？
」
と
電
話
が
あ
り
「
金
融
被
害

撲
滅
協
議
会
」
で
被
害
を
救
済
し
て

く
れ
る
の
で
電
話
を
し
た
ら
ど
う
か

と
紹
介
さ
れ
た
。

・「
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て

～
牧
野 

修
代
先
生 

講
座
「
タ
オ
ル
で
簡
単
ス
ト
レ
ッ
チ
」
～

な
ど
の
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。
今

回
の
講
座
で
は
タ
オ
ル
を
使
い
、
誰

で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
ス
ト
レ
ッ
チ

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
相
乗
効
果
で

肩
こ
り
、
腰
痛
の
改
善
も
期
待
で
き

ま
す
。
さ
ら
な
る
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

を
し
た
い
、
社
会
に
出
て
活
躍
し
た

い
と
考
え
て
い
る
皆
さ
ん
、
い
く
つ

に
な
っ
て
も
輝
け
る
体
づ
く
り
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

牧
野
先
生
っ
て
ど
ん
な
人
？

Ｑ 

先
生
が
体
操
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
何
で
す
か
。

Ａ 

猫
背
を
治
し
、
綺
麗
に
歩
け
る

よ
う
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
習
い
始
め

る
う
ち
に
、
身
体
が
柔
ら
か
い
と
歩

く
時
や
普
段
の
生
活
を
気
持
ち
よ
く

過
ご
せ
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
で
き

る
ス
ト
レ
ッ
チ
に
興
味
を
も
っ
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。

Ｑ 

体
操
を
す
る
と
き
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
か
。

Ａ 

丁
寧
な
呼
吸
と
よ
い
姿
勢
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま

す
。

被
害
救
済
に
あ
た
っ
て
い
る
」
な
ど

と
書
か
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
送
ら

れ
て
き
た
。

・「
過
去
の
投
資
被
害
に
つ
い
て
調
査

す
る
。
被
害
に
あ
っ
た
会
社
名
を
言

え
ば
被
害
回
復
が
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
被
害
救
済

を
語
っ
て
個
人
宅
に
直
接
電
話
を
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
他
の

機
関
と
連
携
し
て
被
害
回
復
に
あ
っ

た
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
も
あ
り
ま

せ
ん
。

【
対
処
方
法
】

・
電
話
の
相
手
に
住
所
、
電
話
番
号
、

勤
務
先
な
ど
個
人
情
報
を
伝
え
な
い
。

・
不
審
な
電
話
と
思
っ
た
ら
、
相
手

と
話
を
せ
ず
速
や
か
に
電
話
を
切
る
。

・
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る
。

Ｑ 

今
回
の
テ
ー
マ
、
男
性
も
女
性

も
「
い
く
つ
に
な
っ
て
も
輝
く
」
た

め
の
秘
訣
は
何
で
す
か
。

Ａ 

「
笑
顔
」
で
す
ね
。
笑
顔
で
い
れ

ば
身
体
が
ほ
ぐ
れ
、
免
疫
力
が
ア
ッ

プ
す
る
ホ
ル
モ
ン
が
出
ま
す
。
心
も

身
体
も
元
気
に
な
れ
ば
自
分
も
周
り

の
人
も
幸
せ
に
。「
笑
顔
」
は
究
極

の
ア
イ
テ
ム
で
す
。

日
時　

平
成
26
年
１
月
26
日
（
日
）

　
　
　

午
後
２
時
開
演　

場
所　

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま
わ

り
の
館　
（
大
砂
１
０
５
２
７
番
地
６
）

入
場
料　

無
料　

定
員　

30
人

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
参
加
す
る
人
は
動
き
や
す
い
服
装

で
タ
オ
ル
を
持
参
の
う
え
お
出
で
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

政
策
企
画
課　

男
女
共
同
参
画
担
当

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

※
託
児
（
２
歳
～
就
学
前
ま
で
）
を

希
望
す
る
人
は
、
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
内
）

☎
２
２
・
２
９
５
０

月
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

午
前
10
時
～
正
午

午
後
１
時
～
４
時
30
分

タオルを使ったストレッチ
を教えてくれる牧野先生

広報いしおか 12 月１日号  №１９６　２０

下　

林　

額
賀　

力
江

無
理
を
言
わ
ず
に　

幸
せ
願
い

　

和
む
家
庭
に　

曇
り
な
し

川　

又　

関　
　

清
志

長
い
人
生　

大
過
も
な
く
て

　

謡う
た

で
余
生
を　

送
る
日
々

敗
将
の
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　

打
田　

昇
三

　

関
ヶ
原
合
戦
に
敗
れ
た
西
軍
の

総
大
将
・
宇う

き

た

喜
多
秀
家
は
岡
山

五
十
七
万
石
の
大
大
名
で
あ
っ
た
。

僅
か
な
供
と
戦
場
を
脱
し
た
が
道
に

迷
い
、
落お
ち
う
ど人
狩
り
を
す
る
里
の
一
軒

家
に
名
乗
り
出
て
逆
に
匿
か
く
ま
わ
れ
た
。

一
人
だ
け
残
っ
た
家
臣
が
大
阪
屋
敷

か
ら
現
金
を
持
っ
て
来
て
謝
礼
を
し

た
後
、
島
津
を
頼
っ
て
九
州
で
二
年

ほ
ど
過
ご
し
た
け
れ
ど
も
幕
府
に
探

知
さ
れ
た
の
で
自
首
を
し
て
八
丈
島

に
流
さ
れ
た
。

　

戦
国
時
代
で
官
位
が
下
落
し
た
と

は
言
っ
て
も
宇
喜
多
秀
家
は
中
納
言

に
任
官
し
て
お
り
、
大
名
で
も
徳
川

家
康
と
肩
を
並
べ
て
い
た
。
本
来
は

死
罪
だ
が
島
津
や
前
田
、
更
に
家
康

の
忠
臣
で
あ
る
井
伊
ま
で
が
嘆
願
し

て
助
か
っ
た
よ
う
で
、
家
康
も
秀
家

が
飾
り
の
大
将
で
あ
る
と
見
抜
い
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
庶
民
の
暮
ら
し

を
知
ら
な
い
か
ら
、
逃
亡
に
際
し
て

家
臣
が
大
判
小
判
を
用
意
し
て
も
そ

の
使
い
方
が
分
か
ら
な
い
。
良
く
生

き
残
っ
た
も
の
だ
が
孤
島
で
の
流
人

暮
ら
し
に
は
合
っ
て
い
る
。

　

八
丈
島
へ
は
何
人
か
の
者
が
付
い

て
い
っ
た
ら
し
い
か
ら
、
質
素
だ
が

日
常
に
不
自
由
は
無
か
っ
た
と
思
わ

　

北
府
中　

友
部　

澄
子

老
い
て
な
お
思
う
こ
と
あ
り
庭
に
立
ち

草
む
ら
に
咲
く
花
と
語
ら
う　

    　

     

石　

岡　

三
浦
や
す
子

近
き
未
来
争
は
ず
の
み
を
祈
り
た
り
立

葵
咲
く
真
夏
の
選
挙
日

池
の
台　

蒲
生　

康
男

太
陽
光
の
パ
ネ
ル
を
取
付
く
日
盛
り
は

あ
ま
り
の
暑
さ
に
絶
え
ず
水
飲
む

貝　

地　

小
池
つ
と
夢

秋
霖
や
舟
を
繋
が
ぬ
航
ひ
杭

府　

中　

赤
津
美
智
子

晩
秋
の
雨
に
煙
り
て
霞
浦
広
ぐ　
　
　

総　

社　

一
色
し
の
ぶ

傘
を
持
つ
指
の
先
か
ら
冷
え
に
け
り　

東
光
台　

野
村　

洋
子

朝
の
地
震
湖
は
動
か
ず
榠
樝
の
実

若　

宮　

今
川　

武
男

人
住
ま
ぬ
四
つ
足
門
や
柿
花
火　
　
　

文
芸
い
し
お
か

●
写
真
ク
ラ
ブ

・
写
真
ク
ラ
ブ
写
真
展

【
日
時
】12
月
10
日（
火
）～
15
日（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
10
日
は
午
後
１
時
か
ら
、
15
日
は

午
後
３
時
ま
で
。

【
場
所
】
中
央
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ

大
竹
☎
４
６
・
３
０
４
４

石
岡
市
文
化
協
会 

会
長 

内
山 

侑
一

　

今
年
も
石
岡
市
文
化
協
会
の
行
事

の
ひ
と
つ
で
あ
り
ま
す
「
第
46
回
石

岡
市
文
化
祭
」
を
盛
会
を
も
っ
て
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
団
体
の
自
主
活
動
も
そ

れ
ぞ
れ
に
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
支
援
の
お

か
げ
と
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
後
と
も
当
協
会
に
ご
支
援
ご
協

力
の
ほ
ど
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

俳　
　

句

文
化
協
会
だ
よ
り

市
民
ず
い
ひ
つ

れ
る
。
流
人
生
活
は
五
十
余
年
に
及

び
、
四
代
将
軍
（
家
綱
）
の
代
に

八
十
三
歳
で
没
し
た
。
不
幸
だ
が
強

運
の
人
物
と
言
え
る
。

若　

松　

酒
匂
川
孝
治

お
世
辞
よ
り
わ
れ
に
欲
し
き
は
真
実
の

励
ま
し
な
れ
ば
痛
き
語
に
耐
ふ　
　
　

国　

府　

高
松　
　

忠

激
し
か
り
し
君
が
訃
報
の
届
き
し
夜

南
の
海
に
台
風
生
ず　
　
　
　
　

   　

   

短　
　

歌

府　

中　

稲
田　

す
み

四
季
を
通
し
て　

一
番
好
き
な

　

美う

ま味
い
新
米　

食
べ
る
秋

府　

中　

小
川
野　

蛙

向
こ
う
三
軒　

親
戚
よ
り
も

　

な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い　

組
の
内

国　

府　

坂
下　

蜻
蛉

無む

く垢
な
笑
顔
が　

幸
せ
呼
ぶ
よ

　

並
ぶ
園
児
の　

靴
が
鳴
る　
　

南　

台　

月
乃
香
倶
耶
姫

無
理
な
計
画　

知
ら
な
い
街
も

　

ナ
ビ
が
頼
り
の　

車
旅

若　

松　

川
崎　

洋
子

父
の
写
真
に　

新
米
供
え

　

湯
気
に
微
笑
む　

秋
彼
岸　
　
　
　

柿　

岡　

野
口
由
紀
子

光
る
新
米　

両
手
で
す
く
い

　

神
に
感
謝
の　

秋
祭
り　
　
　
　

     

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

や
さ
と
俳
句
会

柿　

岡　

大
塚　

博
子

門
前
を
灯
す
つ
つ
じ
の
返
り
花　
　
　

川　

又　

川
又　

渓
二

昼
の
月
か
か
げ
嬥
歌
の
山
映
ゆ
る

瓦　

谷　

石
田
誠
一
郎

廃
校
の
な
ご
り
銀
杏
実
り
け
り

石
岡
短
歌
同
好
会

八
郷
短
歌
会

山　

崎　
　

鈴
木　

菫

亡
き
母
の
里
よ
り
届
き
し
近
江
米
従
弟

の
笑
顔
山
並
み
浮
ぶ山　

崎　

西
口
は
ま
子

猛
暑
日
も
い
つ
し
か
記
憶
の
中
に
あ
り

鳳
仙
花
の
種
指
に
弾
か
す

片　

野　

小
野
瀬
も
と

止
ま
り
た
る
お
歯
黒　

蛉
し
ば
し
の
間
肩

に
の
せ
つ
つ
草
と
り
励
む　
　

 　

俚　
　

謡

投
稿
作
品

山　

崎　

荒
井　

幸
子

庭
先
に
ミ
ツ
バ
チ
の
一
群
れ
飛
来
せ
り

間
近
に
見
た
る
「
分
封
」
の
不
思
議

東
成
井　

小
島　

せ
ん

久
し
ぶ
り
十
五
夜
の
月
を
仰
ぎ
見
て

幼
な
き
頃
を
思
ひ
出
し
居
り

山　

崎　

鈴
木　

君
江

薄
紅
に
染
め
て
浮
か
べ
る
ち
ぎ
れ
雲

暮
れ
切
ら
ぬ
空
に
ち
ら
ば
り
て
映
ゆ　

北
府
中　

大
村
み
ち
ゑ

夜
の
静し

じ
ま寂

鳴
き
納
め
か
な
す
が
れ
虫

石
岡
俚
謡
会

２１　 広報いしおか 12 月１日号  №１９６



わが家のアイドル

　わが家のアイドル（小学生未満）           
を募集しています！お子さんの成長の
記念にいかがですか？
　掲載を希望する人は、秘書広聴課へ
連絡ください。市のホームページ（広
報いしおか→わが家のアイドル申請用
紙）からも申し込み用紙をダウンロー
ドできます。

　　　　　　　　　    若宮 4
自分より年が下の子の面倒
をよくみてくれるお姉ちゃ
んです。ずっとそのまま健
康でいてね♥

小沼 和
お と

音ちゃん（6歳）

問い合わせ　秘書広聴課
☎ 23-1111（内線 213）
     http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

　　　　　　　　　　  三村
お兄ちゃんお姉ちゃんが大
好き。歌や踊りに興味を示
すやんちゃ娘。健康で優し
い子になってね。

瀧 妃
ひ な の

奈乃ちゃん（1歳 5か月 )

　

八
郷
中
継
局
と
八
郷
南
中
継
局
に
引
き
続
き
、
新

た
に
石
岡
真
家
中
継
局
と
か
す
み
が
う
ら
テ
レ
ビ
中

継
局
が
開
局
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
下
の
エ
リ
ア
図

に
か
か
る
地
域
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
難
視
聴
の

解
消
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

中
継
局
か
ら
の
電
波
を
受
信
す
る
に
は
、
テ
レ
ビ

受
信
機
器
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
が
必
要

で
す
。
石
岡
真
家
テ
レ
ビ
中
継
局
は
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン

テ
ナ（
水
平
偏
波
）、か
み
が
う
ら
テ
レ
ビ
中
継
局
は
、

Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
（
垂
直
偏
波
）
が
必
要
で
す
。
ア

ン
テ
ナ
工
事
や
テ
レ
ビ
受
信
機
器
の
設
定
な
ど
は
、

市
内
の
電
器
店
に
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
・
０
７
・
０
１
０
１

テレビ中継局が開局

平成25年11月28日（木）　開局

石岡真家テレビ中継局

かすみがうら
　　　　テレビ中継局

平成 26 年２月 28 日（金）　開局

受信できるエリアの目安は地図のとおり。ただし、エリア内
でも、地形や樹木などによって電波がさえぎられる場合など
により視聴できないことがあります。

石岡真家テレビ中継局のエリア図かすみがうらテレビ中継局のエリア図

地上デジタル放送の難視聴の解消のため

平成25年12月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎23‐1111　内線213　〒315‐8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1

ホームページアドレス http://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メール shichoushitsu@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。　
　　　 環境にやさしい大豆インキを使用しています。
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